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看護病態学専門領域
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
1. Norihiro Kameda，Toshiko Ogawa，Junko Nishio，Shinobu Okada : Evaluation of bacteriological 
contamination of surgical equipment as a risk factor for Surgical Site Infection after 
gastrointestinal surgery. 19th EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars，Chiba，Japan
2. Khudazi Aulawi，Shinobu Okada : Relationship between hand hygiene behavior and knowledge 
about disinfection of nurses and their nasal carriage of S. aureus in Indonesian hospital. 19th 
EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars，Chiba，Japan
3. Kuniko Ishii，Chisato Otaki，Tomoko Aso，Kazuyo Kusaka，Shinobu Okada: The age-related 
Changes in oral health，quality of life，and related factors in menopausal women，19th EAFONS 
East Asian Forum of Nursing Scholars，Chiba，Japan.
4. Kuniko Ishii，Chisato Otaki，Tomoko Aso，Kazuyo Kusaka，Shinobu Okada: The factors related 
to the oral health behavior of menopausal women found using the PRECEDE-PROCEED model，
19th EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars，Chiba，Japan
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
5. 小川俊子，西尾淳子，岡田忍：要介護高齢者に対する食用ゴマ油を使用した口腔清拭の効果の評価. 
老年歯科医学31(2)，249，2016.
6. 伊藤眞知子，増田洋子，高山陽子，小川俊子，原 真澄，岡田忍：急性期病院での歯科衛生士の口腔
ケア回診の活動報告（第一報）．老年歯科医学，31(2)，215，2016.
7. 宮里夢乃，野口成美，西尾淳子，岡田忍：高齢者の使用する点眼薬の汚染状況について. 日本在宅医
学会大会・日本在宅ケア学会学術集会合同大会プログラム・講演抄録集，18回・21回，402，2016.
8. 岡田忍，西尾淳子，森恵美，石井邦子，日下和代，麻生智子，大滝千智，新居直実，伊藤眞知子：訪
問看護ステーションにおける口腔ケアと訪問看護利用者の口腔の健康状態に関する実態調査. 日本在
宅医学会大会・日本在宅ケア学会学術集会合同大会プログラム・講演抄録集，18回・21回，402，
2016.
〔研究状況〕
　看護病態学では，感染源や感染経路，宿主といった多角的な観点からの感染防止を軸に，長期療養型施
設や在宅での感染防止を中心に研究を進めている．高齢者に多い誤嚥性肺炎を防止するためには口腔ケア
が重要であることから，現在は高齢者に対する口腔ケアに特に力を入れている．また，国際プログラムの
留学生の研究を介して留学生の母国のインフェクションコントロールについても関わっていきたいと考え
ている．
　口腔ケアに関しては，要介護高齢者に対するゴマ油による口腔清拭の効果(5)，歯科衛生士が急性期病院
で行った口腔ケア回診の活動報告(6)，千葉県立保健医療大学の石井らと共同で行った更年期女性の口腔の
変化とその関連要因，口腔衛生に関する保健行動に及ぼす要因 (3，4)，訪問看護ステーションにおける口
腔ケアと訪問看護利用者の口腔の状態(8)について学術集会で発表を行った．次年度は，これらの成果を論
文として学術誌に投稿するとともに，これまでに得られた結果にもとづいた介入研究を計画している.
　この他，大学院生の亀田は閉創に使用される手術機器の汚染について(1)，Aulawiはインドネシアの看
護師のStaphylococcus aureusの鼻腔保菌に関連する要因について(2)，それぞれ国際学会で発表した．また，
高齢者の使用する点眼薬容器の汚染状況についても学会発表を行った(7)．これらについても学術誌への投
稿を進めていく予定である．
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小児看護学専門領域
〔原著〕
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
1. 平塚克洋：自己肝にて生存する胆道閉鎖症をもつ小中学生の療養生活における母親の認識と関わり．
千葉看会誌，22(1)，13－21，2016.
2. 中水流彩：先天性心疾患手術を受ける乳幼児の母親の心理的準備と準備行動．千葉看会誌，22(1)，33
－42，2016.
3. 平塚克洋：自己肝にて生存する胆道閉鎖症をもつ小中学生と母親の学校生活への思いと工夫．小児保
健研究，75(5)，565－572，2016.
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
4. Tomo Kanamaru，Nobue Nakamura，Naho Sato，Aya Nakai：Family support for parenting by 
mothers with a mental health condition: From the perspectives of the mothers and their families. 
19th East Asian Forum of Nursing Scholars，Chiba (Japan)，2016.
5. Katsuhiro Hiratsuka，Nobue Nakamura，Naho Sato: The relationship between mothers' coping 
with prospective liver transplant and the daily life of school-age children who survived biliary 
atresia with their native liver. 19th East Asian Forum of Nursing Scholars，Chiba (Japan)，2016.
6. Junpei Shimono，Maho Ichihara，Yoshiko Sekito: Perception of parents about the siblings of 
children who have profound multiple disabilities and are medically dependent at home. 19th East 
Asian Forum of Nursing Scholars，Chiba (Japan)，2016.
7. Ikuyo Nagasaka，Mariko Masujima，Miwa Watanabe，Naho Sato，Tomoko Majima: When a 
parent has cancer: Information and Support Needs of College-aged Young Adults in Japan. 19th 
East Asian Forum of Nursing Scholars，Chiba(Japan)，2016.  
8. Miwa Watanabe，Mariko Masujima，Ikuyo Nagasaka，Naho Sato，Tomoko Majima: Difficulty 
when Nurses Support Cancer Survivors and their Children. 19th East Asian Forum of Nursing 
Scholars，Chiba (Japan)，2016.
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
9. 吉岡貴美絵＊，中村伸枝，佐藤奈保：急性期病床における進行性の神経筋疾患をもつ子どもの母親へ
の看護援助．文化看護学会第8回学術集会抄録集，21，2016．
 ＊）2016年3月博士前期課程修了
10. 中水流彩，中村伸枝，佐藤奈保：先天性心疾患手術を受ける乳幼児の母親の心理的準備と準備行動の
プロセス．第62回日本小児保健協会学術集会講演集，112，2016．
11. Naho Sato，Tomoko Komagata，Akiko Sakajo，Yutaka Iwasaki，and Satoshi Kaneko: 
Childrearing Support Activities in the Tsunami-disaster Area: How did Childcare Workers Resume 
Activities after the Great East japan Earthquake? 15th World Congress of World Association for 
Infant Mental Health，Prague (Czech Republic)，2016.
12. 金丸友，望月実恵，中村伸枝，佐藤奈保，仲井あや：精神疾患をもつ母親が体調を管理しながら行う
育児と母親に対する周囲からのサポートや専門家の支援について．日本小児看護学会第26回学術集会 
講演集，123，2016． 
13. 鹿原幸恵＊，中村伸枝，佐藤奈保：泌尿器の手術を受けた幼児後期・学童前期の子どもの苦痛の表出
と親の子どもへの関わり．日本小児看護学会第26回学術集会 講演集，98，2016．　＊）2016年3月博士
前期課程修了
14. 中水流彩，中村伸枝，佐藤奈保：先天性心疾患手術を受ける乳幼児の母親の心理的準備と準備行動．
日本小児看護学会第26回学術集会 講演集，107，2016．
15. 吉岡貴美絵＊，中村伸枝，佐藤奈保：急性期病床における進行性の神経筋疾患をもつ子どものパター
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ンに合わせた母親への看護援助．日本小児看護学会第26回学術集会 講演集，118，2016．　＊）2016年
3月博士前期課程修了
16. 加藤令子，小室佳文，沼口知恵子，西田志穂，佐藤奈保，甲斐恭子:特別支援学校に在籍する子ども
に関する自然災害への備えの課題－管理者へのインタビュー調査から－. 日本小児看護学会第26回学
術集会 講演集，139，2016．
17. 下野純平，中村伸枝，佐藤奈保：NICUに入院した児の父親に関する国内文献検討．日本小児看護学
会第26回学術集会 講演集，189，2016．
18. 中村伸枝，金丸友，仲井あや，谷洋江，出野慶子，髙橋弥生：小児のインスリン注射／注入部位の皮
膚トラブル：インスリン注射とインスリンポンプ療法の比較から．第21回日本糖尿病教育・看護学会
学術集会抄録集，185，2016．
19. 出野慶子，高山充，河上智香，天野里奈，中村伸枝，金丸友：母親がとらえているインスリンポンプ
療法を使用している子どもの学校生活と学校側の対応．第21回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄
録集，186，2016．
20. Aya Nakai: Sharing of Changes in Preterm Infants’ Facial Expressions and Body Movements 
Between Parents in the Early Postnatal Period: A Qualitative Study of Parents’ Perceptions.16th 
National Neonatal Nurses Conference，poster session #430，Nashville (USA)，2016. 
21. Gaku,Nishimiya＊，Nobue Nakamura，Naho Sato: Japanese Fathers’Passion for Babies:What They 
Experience When Babies Are Faced with Surgical Challenges. 9th Council of International Neonatal 
Nurses Conference，concurrent session 39，Vancouver (Canada)，2016. 　＊）2015年3月博士前期課
程修了
22. 佐藤奈保，加藤令子，小室佳文，沼口知恵子，西田志穂，甲斐恭子：障害のある子どもと「災害への
備え」に関する文献検討：子どもが主体的に災害に備える力を高める支援の構築に向けて．日本災害
看護学会第18回年次大会 講演集，154，2016.
23. Reiko Kato，Kafumi Komuro，Chieko Numaguchi，Shiho Nishida，Naho Sato，Kyoko Kai: Post 
Great East Japan Earthquake: Recognized Roles of Principals for natural Disaster Preparedness at 
Special Support Schools. The 4th International Conference of World Society for Disaster Nursing，
Jakarta (Indonesia)，2016.
24. Aya Nakazuru，Nobue Nakamura，Naho Sato: The Psychological and Practical Readiness of 
Mothers of Infants Undergoing Surgery for Congenital Heart Disease. The 6th Congress of Asia-
Pacific Pediatric Cardiac Society，Shanghai (China)，2016.
25. Nobue Nakamura，Tomo Kanamaru，Hiroe Tani，Keiko Ideno，Yuko Yakushijin，Aya Nakai，
Katsuhiro Hiratsuka，Yuriko Kanematsu: Development and validity testing of the revised diabetes 
self-care inventory for children and adolescents. 11th IDF-WPR Congress 2016 & 8th AASD 
Scientific Meeting，PG53，Taipei (Taiwan)，2016.
26. 沼口知恵子，加藤令子，小室佳文，佐藤奈保，西田志穂：災害への備えツールの特別支援学校での導
入～管理者の意思決定要因～. 日本学校保健学会第63回学術集会 講演集，157，2016.
27. 駒形朋子，佐藤奈保，坂上明子，山本あい子：東日本大震災で被災したT市における乳幼児を抱える
家族の困難に関する研究（第1報）. 第36回日看科会学術集会，東京，2016．
28. 沼口知恵子，加藤令子，小室佳文，西田志穂，笹島宗彦，佐藤奈保，甲斐恭子：障害のある子どもが
災害に備えたセルフケア能力を高めるための支援－電子媒体を用いた災害教育の可能性－．第36回日
看科会学術集会，東京，2016．
〔単行書〕
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
29. 中村伸枝（編著）：小児看護学．ピラールプレス，第1版，東京，33－54，67－78，98－119，215－
218，251－265，2016.
30. 金丸友：小児看護学．中村伸枝（編著），ピラールプレス，第1版，東京，219－226，238－250，2016．
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第39号
－73－
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
31. 中村伸枝：1型糖尿病をもつ子供の自立に向けた子どもと家族への支援．ARKRAY Information for 
Diabetes educator，30，12－13，2016.
32. 中村伸枝，金丸友，仲井あや，谷洋江，出野慶子：1型糖尿病をもつ小児のインスリンポンプの装着
における工夫．千大看紀要，38，31－38，2016.
33. 中村伸枝，金丸友，仲井あや，兼松百合子：1型糖尿病をもつ小児・思春期の糖尿病セルフケア測定
用具に関する文献検討．日本糖尿病教育・看護学会誌，20(1)，43－49，2016.
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
34. 下野純平，市原真穂：在宅超重症児の父親による父親役割遂行に対する母親の思い．日本小児看護学
会誌，25(3)，9－16，2016.
35. 下野純平，中村伸枝，佐藤奈保：NICUに入院した児の父親に関する国内文献検討．日本小児看護学
会誌，25(3)，69－76，2016.
〔研究状況〕
　本専門領域では，疾患や障害をもつ子どもと家族についての研究と看護実践を往還しながら進めている
(9，13，15，19，21，31)．本年度は，特に博士後期課程の院生の海外発表や論文公表が活発に行われた 
(1，2，3，5，6，10，14，17，24，34，35)．中村は，H28～30年度科研費（基盤研究（C））を得て「小児
思春期における糖尿病セルフケアの看護指針・評価指標の作成」に取り組み，「小児・思春期の糖尿病セ
ルフケア質問紙」の改訂版作成(25，33)や，インスリンポンプの皮膚障害に関する研究を他機関の看護学
研究者や糖尿病認定看護師とともに進め研究成果を発信(18，32)すると共に，テキストの改訂版を執筆し
た(29)．佐藤は，平成26～28年度科研費（基盤研究（C））「陸前高田市における乳幼児を抱える家族の災
害エスノグラフィー」（研究代表者：駒形朋子）の成果発表（11，27）をするとともに，現地にて支援活
動を継続した．また，平成27～31年度科研費（基盤研究（B））「障がいのある子どもが自然災害に備えセ
ルフケア能力を高めるための支援構築」（研究代表者：加藤令子）のデータ収集，分析，ならびに成果発
表に取り組んだ（16，22，23，26，28）．金丸は，精神疾患をもつ母親と家族に対する支援について，そ
の研究成果を発表（4，12）すると共に，テキストの改訂版を執筆した(30)．また，1型糖尿病を診断され
た子どもと家族に対する初期教育入院に関する研究を計画している．本年度サバティカルを獲得した仲井
は，海外での研修や学会に参加すると共に，平成26～28年度科研費(若手研究(Ｂ))「早産児の親とともに
行う生後早期の発達支援の展開と評価・支援モデルの考案」を継続し，学位論文の作成，および，研究結
果の一部を国際学会で発表した（20）．
成人看護学専門領域
〔原著〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
1. 小坂美智代＊，眞嶋朋子：外来化学療法を受けている胃がん術後患者の柔軟な対処を高める看護介入．
千葉看会誌，21(2)，9-16，2016.
 ＊2009年3月博士後期課程修了
2. 中戸川早苗，眞嶋朋子，岩崎弥生：統合失調症をもつ人の就労と生活との調和の構築過程．千葉看会
誌，22(1)，1-11，2016.
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
3. 阿部恭子，金澤麻衣子＊，荒堀有子，佐藤まゆみ：乳がん看護相談における相談内容と看護師から受
けたケアによる患者の変化．第30回日本がん看護学会学術集会講演集，185，2016．
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 ＊2013年3月博士前期課程修了
4. 阿部由喜湖＊，長坂育代，増島麻里子：再発と診断されたがん患者の情報に関する体験. 第30回日本
がん看護学会学術集会講演集，156，2016.
 ＊2014年3月博士前期課程修了
5. 池田ゆきみ＊，佐藤仁美，眞嶋朋子：外来治療を受ける進行がん患者の身体機能の変化に応じた生活
調整. 第30回日本がん看護学会学術集会講演集，166，2016.
 ＊2015年3月博士前期課程修了
6. 小倉綾子＊，長坂育代，眞嶋朋子：同種造血幹細胞移植を受けた患者の移植後早期における感染への
認識と取り組み. 第30回日本がん看護学会学術集会講演集，201，2016.
 ＊2013年3月博士前期課程修了
7. 菅野久美＊，眞嶋朋子：外来化学療法を受けるがん患者の心身緊張緩和を促進する看護実践指針の開
発. 第30回日本がん看護学会学術集会講演集，175，2016.
 ＊2015年3月博士後期課程修了
8. 佐藤さやか＊，長坂育代，増島麻里子：放射線療法終了後6カ月までの有害反応回復過程における頭
頸部がん患者の体験. 第30回日本がん看護学会学術集会講演集，152，2016.
 ＊2015年3月博士前期課程修了
9. 佐藤まゆみ，片岡純，森本悦子，阿部恭子，高山京子，塩原由美子，大内美穂子，佐藤禮子：外来通
院がん患者の主体性を発揮した問題解決を支援できる外来看護師育成プログラムの開発．第30回日本
がん看護学会学術集会講演集，173，2016．
10. 田上容子＊，渡邉美和，増島麻里子：がん終末期においてがん診療連携拠点病院からがん対応医療機
関へ通院機関を変更する患者の体験. 第30回日本がん看護学会学術集会講演集，162，2016.
 ＊2015年3月博士前期課程修了
11. 清水陽一，細矢美紀，東樹京子，木村安貴，塚越真由美，和田千穂子，村瀬麻樹子，熊野真紀，清水
裕子，平松玉江，森文子，丸口ミサエ：外来通院中のがん患者における日常生活上での不便さと工夫
に関する実態調査　保清行為（入浴，洗髪，洗顔，歯磨き等）について．第30回日本がん看護学会学
術集会講演集，202，2016.
12. 清水陽一，細矢美紀，東樹京子，木村安貴，塚越真由美，和田千穂子，村瀬麻樹子，熊野真紀，清水
裕子，平松玉江，森文子，丸口ミサエ：外来通院中のがん患者における日常生活上での不便さと工夫
に関する実態調査　排泄に焦点をあてて．第30回日本がん看護学会学術集会講演集，202，2016.
13. 工藤礼子，安達淑子，細矢美紀，濱口哲弥，金光幸秀：緩和的ストーマ造設術後の日常生活上の困難
とその折り合いの付け方．第30回日本がん看護学会学術集会講演集，147，2016.
14. Mariko Masujima， Kieko Iida：Symposium03“Education in Palliative Care”The current situation 
of palliative care /end-of-life care in Japan and the future prospects of nursing education．S03.4，
The 2nd Asian Congress in Nursing Education， Taiwan，Taiwan.
15. Tomoko Majima，Takeshi Yamamoto， Sumie Ikezaki， Ikuyo Nagasaka， Kana Kurokochi， Mariko 
Ootsuka， Kyoko Yamada，Miwa Watanabe，Mariko Masujima， Tomoko Ootsuka， Ikuko Sakai：
Comparison of Competency for Interprofessional Collaborative Practice and Job Satisfaction among 
Medical Professionals in Intensive Care Units and Operation Rooms at Two University Hospitals in 
Japan．826-827，Abstract Book Poster Presentation，19th East Asian Forum of Nursing Scholars，
2016.
16. Mariko Masujima， Mariko Tanimoto， Hiroko Nagae， Sumie Ikezaki， Chihoko Sakurai，Keiko 
Chiba， Shigeko Izumi：Older adults ‘ and their family members ‘　perceptions about end-of-life in 
Japan．890-891，Abstract Book Poster Presentation，19th East Asian Forum of Nursing Scholars，
2016.
17. Miwa Watanabe， Mariko Masujima， Ikuyo Nagasaka， Tomoko Majima， Naho Sato， Kumi 
Kanno：Difficulty when nurses support cancer survivors and their children．443-444，Abstract 
Book Poster Presentation，19th East Asian Forum of Nursing Scholars，2016.
18. Ikuyo Nagasaka， Mariko Masujima， Miwa Watanabe， Naho Sato， Tomoko Majima：When a 
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parent has cancer: Information and support needs of college-aged young adults in Japan．439-440，
Abstract Book Poster Presentation，19th East Asian Forum of Nursing Scholars，2016.
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
19. 増島麻里子，長坂育代，池崎澄江，渡邉美和，酒井郁子，黒河内仙奈，大塚眞理子，山田響子，山本
武志，大塚知子，眞嶋朋子：がん診療連携拠点病院における病棟の専門職連携実践と緩和ケアチーム
へのコンサルテーションとの関連．Palliative Care Research，11巻（Suppl.），S287，2016.
20. 谷本真理子，和泉成子，増島麻里子，櫻井智穂子，西川満則，銘苅尚子，久保川直美，高梨早苗，三
浦久幸：シンガポールのアドバンスケアプランニング（ACP）視察活動から検討した日本の課題．
Palliative Care Research，11巻（Suppl.），S432，2016.
21. 細矢美紀，加藤雅志，東京都内の緩和ケアの優先課題　第3回東京都緩和医療研究会学術集会の活動
(その1)．Palliative Care Research，11巻（Suppl．），519，2016.
22. 細矢美紀，加藤雅志，東京都内の緩和ケアの優先課題　第3回東京都緩和医療研究会学術集会の活動
(その2)．Palliative Care Research，11巻（Suppl．），519，2016.
23. 井関千裕，阿部恭子，国府浩子，武石優子，荒堀有子＊1，金澤麻衣子＊2，大野朋加：乳がん看護の知
識の習得と臨床実践の拡大を目指す教育プログラムの効果に関する研究(第1報)．第24回日本乳癌学会
総会プログラム抄録集，353，2016．
 ＊1 2014年3月博士前期課程修了　＊2 2013年3月博士前期課程修了
24. 佐藤まゆみ，片岡純，森本悦子，大内美穂子，塩原由美子，阿部恭子，高山京子，佐藤禮子：外来通
院がん患者の主体性を活かして行う実践のための外来看護師育成プログラム：プログラムの妥当性を
高めるための課題．第20回日本看護管理学会学術集会，326，2016．
25. 井関千裕，阿部恭子：乳がん看護認定看護師の活動を推進する看護管理者の支援．第20回日本看護管
理学会学術集会，291，2016．
26. 阿部恭子，井関千裕，金澤麻衣子＊1，荒堀有子＊2，大野朋加：初発乳がん患者への看護に焦点をあて
たｅ ‐ ラーニングの実施とプログラム評価．千葉看第22回学術集会，40，2016．
 ＊1 2013年3月博士前期課程修了　＊2 2014年3月博士前期課程修了
27. 井関千裕，阿部恭子，荒堀有子＊1，金澤麻衣子＊2：乳がん看護認定看護師の活動の推進を目指した調
査．千葉看第22回学術集会，41，2016．
 ＊1 2014年3月博士前期課程修了　＊2 2013年3月博士前期課程修了
28. 増島麻里子：看護研究・実践のつながり，ひろがり. 千葉看第22回学術集会講演集，14-15，2016.
29. 田邉亜純＊，増島麻里子：治療期にあるがん患者の在宅療養移行期を支える就労中の子どもの体験. 
千葉看第22回学術集会講演集，32，2016.
 ＊2016年3月博士前期課程修了
30. 酒巻有希，佐藤さやか＊，渡邉美和，増島麻里子，眞嶋朋子：食道がんの根治術を受けた患者が退院
後から職場復帰に至るまでの生活に対する思いと対処. 千葉看第22回学術集会講演集，33， 2016.
 ＊2015年3月博士前期課程修了
31. 眞嶋朋子，山本武志，池崎澄江，長坂育代，渡邉美和，増島麻里子，黒河内仙奈，大塚眞理子，山田
響子，大塚知子，酒井郁子：大学病院の集中治療室・手術室と他部門の職種別専門職連携実践能力と
職務満足の比較－6因子の特徴に焦点を当てて－. 千葉看第22回学術集会講演集，37， 2016.
32. 長坂育代，増島麻里子，眞嶋朋子：挙児を希望する乳がん患者の内分泌療法継続に関する意思決定を
支えたオンコロジーナースの臨床判断. 千葉看第22回学術集会講演集，39，2016.
33. 奥朋子，下村義弘，秋田新介，村上武志，小柏猛，増島麻里子：リンパ浮腫を見逃さない－学際チー
ムによるリンパ浮腫早期発見法 開発プロジェクト－. 千葉看第22回学術集会講演集，53，2016.
34. 阿部恭子，大野朋加：ICT活用による看護の継続教育．千葉看第22回学術集会講演集，53，2016．
35. 長坂育代，眞嶋朋子，吉田澄恵，井関千裕，坂本理恵:知って活かそう！オンコロジーナースの看護
実践. 千葉看第22回学術集会講演集，54，2016.
36. 阿部恭子：実践報告の抄録の書き方と発表のコツ．日本乳がん看護研究会誌，12巻，20，2016．
37. 田上容子，渡邉美和，増島麻里子：がん診療連携拠点病院からがん対応医療機関へ移行した終末期が
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ん患者の通院機関変更後の体験．第36回日看科会学術集会講演集，O20-3，2016.
38. 谷本真理子，須藤麻衣，川口裕子，筒井千春，池崎澄江，増島麻里子，櫻井智穂子：一般病院で慢性
疾患患者のエンドオブライフケアをすすめる看護師のコミュニケーション．第36回日看科会学術集会
講演集，PB19-11，2016.
39. 関屋晨，奥朋子，増島麻里子，秋田新介，下村義弘：リンパ浮腫診断のための新しいメジャーテープ
の評価，2016年度日本生理人類学会研究奨励発表会（関東地区）概要集，4，2016.
40. H.Sato，Y.Narita，Y.Miyakita，T.Majima：Exploring of support needs of family caregivers for 
patients with primary malignant brain tumor in end of life. Journal of euro-oncology，18，suppl.77，
2016.
41. Tomoko Otsuka， Tomoko Majima : Causes of Stigma Cancer Patients: A Literature Review. 
International Conference on Cancer Nursing Abstract Book，24，2016.
42. Tsuji T， Koyama T， Kondo T， Takakura Y， Masuda Y， Kobayashi T， Horaiya K，Knda N， 
Sugimori N， Masaoka K， Nakagawa M， Abe K， Kurihara M : Promotion of Cancer Rehabilitation 
in Japan : The Impact of  The CAREER(Cancer Rehabilitation Educational Program For 
Rehabilitation Teams) Workshop Project．Supportive Care in Cancer，24(1)，218，2016.
43. Arahori Y＊， Masujima M， Abe K，  Naduka Y : Changes in Menopausal Symptoms in 
Premenopausal Breast Cancer Patients Undergoing Endocrine Therapy．International Conference 
on Cancer Nursing　2016， 165， 2016.
 ＊2014年3月博士前期課程修了
44. Abe K， Iseki C， Suzuki M， Kokufu H， Arahori Y， Ohno T， Kanazawa M， Takeishi Y : Results of 
an Educational Program Delivered through E-learning， Focused on Nursing for Primary Breast 
Cancer Patients．The 39th Annual CTRC-AACR San Antonio Breast Cancer symposium ，p100，
2016.
45. Mariko Masujima， Miyuki Ishibashi， Naho Sato， Miwa Watanabe， Takeshi Umezawa， Sumie 
Ikezaki：Assessing the usability of a web-based end of life care education for adults in Japan．The 
11th International Conference Innovative Nursing Care & Technology，135，2016.
 
〔単行書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
46. 増島麻里子：第2章3上下肢のリンパ浮腫に対するがん患者のリハビリテーション．日本がん看護学会
監修，矢ヶ崎香編集：がん看護実践ガイド サバイバーを支える看護師が行うがんリハビリテーショ
ン，77-88，医学書院，2016.
 
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
47. 増島麻里子：リンパ浮腫予防期の患者への関わり．リンパ学，Vol.39，1，p59-63，2016.
48. 増島麻里子：エンドオブライフケアの背景と概念．看護技術，62(12)，6-9，2016.
49. 阿部恭子：第4章医療の質　1．チーム医療・クリティカルパス．日本乳癌学会編，乳腺腫瘍学　第2
版，金原出版株式会社，350-352，2016．
 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
50. Mariko Masujima， Current situation regarding end–of-life care in Japan and prospects for Chiba 
University’s end-of-life care research．The 1st International End-of-life Care Symposium，Global 
trends in end-of-life care nursing practice and research， Chiba University Graduate School of 
Nursing， Chiba.
51. 小原泉，阿部恭子，中濱洋子，福島芳子，篠崎恭子：事例から学ぶがん治療に伴う患者・家族の意思
決定支援　SIG乳がん看護&臨床試験看護師共同企画2016．第30回日本がん看護学会学術集会講演集，
314，2016．
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【研究状況】
　成人看護学専門領域では，がん看護，エンドオブライフケア，専門職連携，リンパ浮腫に関する研究を
行っている．また，がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン「国際協力型がん臨床指導者養成拠点」
に取り組んでいる．
　がん看護については，眞嶋らが外来化学療法を受けるがん患者の看護介入に関する研究報告を行った(1)．
また，がん患者を対象とした研究（4,5,6,8,30,41,43）やがん患者の家族を対象とした研究（18,29），がん看
護の実践に関する研究（7,32,35）の発表がなされた．文部科学省科学研究費補助金を受けて，長坂らは
「オンコロジーナースの実践知の伝承を通して新たな実践知を生み出す教育プログラム」（基盤研究(C)），
楠らは「補完・代替療法に取り組むがん患者への看護支援モデルの展開-多職種との連携支援-」（基盤研究
(C)）に継続して取り組んでいる．
　エンドオブライフケアについては，がん終末期の患者 (10,37,40)やエンドオブライフケアの概念や教育
（14,16,38,45,50）に関する研究成果を発表した．増島は，エンドオブライフケアの背景と概念に関する執
筆を行った(48)．文部科学省科学研究費補助金を受けて，渡邉は「終末期がん患者と配偶者の相互作用を
支える看護モデルの精練」（若手研究(B)），増島らは「慢性疾患高齢患者の終生期の充実に向けた市民・
医療をつなぐ情報共有システムの構築」（基盤研究(B)）に継続して取り組んでいる．さらに，増島が推進
責任者を務める研究課題「超高齢社会における市民―専門職連携型エンドオブライフケア教育研究拠点」
が千葉大学グローバルプロミネント研究課題に採択された。
　専門職連携については，専門職連携実践のコンピテンシー（15,31）や緩和ケアチームへのコンサルテー
ションとの関連(19)に関する研究成果が報告された．リンパ浮腫に関しては，増島らがリンパ浮腫診断に
関する研究発表(33,39)およびリンパ浮腫患者へのケア(46,47)に関する執筆をおこなった．
がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン「国際協力型がん臨床指導者養成拠点」においては，眞嶋が
コース責任者を務める「高度実践看護学（がん看護）コース」のこれまでの取り組みと成果をまとめた
Webサイトを作成し公開した（https://kanto-kokusai-ganpro.md.tsukuba.ac.jp/ns）．また，筑波大学，群
馬大学とともに，台湾，インドネシア，タイの看護系大学と「緩和ケアにおけるコアコンピテンシーと看
護教育に関する国際共同研究」に取り組んでいる．
　その他，増島が学術集会長を務めた千葉看護学会第22回学術集会において，会長講演「看護研究・実践
のつながり，ひろがり」がなされた（28）．
老人看護学専門領域
〔原著〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
1. 渡邉賢治，高橋良幸，正木治恵：ゆらぐMNDの人々への「支援の適切さ」－病棟看護師の支援の意
味づけ方－. 日本難病看護学会誌，20(3),177-189，2016．
＜2016年4月～12月＞
2. S., Waki，N. Seto，A. Hatanaka，M., Okura，Y. Yamaji，M. Mizuno，K. Mori，Y. Shimizu，H. 
Ishii，H. Masaki: Study on the structural model of self-care agency in patients with diabetes: A 
path analysis of the Instrument of Diabetes Self-Care Agency and body self-awareness. Japan 
Journal of Nursing Science.　25 MAY 2016
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
3. Miyuki Ishibashi，Yuko Amemiya，Ryuko Ito，Miki Marutani ：How do discharge coordination 
nurses(DCNs) devise their own discharge coordination systems?，19th EAFONS（East Asian 
Forum Of Nursing Scholars) .14 March 2016,Chiba,Japan.
4. Hui-Ching Yang，Yoshiyuki Tadokoro，Harue Masak i: Nurse's involvement for elderly patients 
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第39号
－78－
with terminally ill in the ICU: Focus on the decision-making process of withholding or withdrawing 
treatment.　19thEAFONS（East Asian Forum Of Nursing Scholars).14 March 2016,Chiba,Japan.
5. Akiko Araki，Harue Masaki，Mihoko Matsuura Otake，Yuriko Ejiri，Naoko Iida，Hisami Aoyagi，
Yuki Yamashita：Development of an implementation protocol of sensing equipment for sleep and 
bed leaving. 19thEAFONS（East Asian Forum Of Nursing Scholars).14 March 2016,Chiba,Japan.
6. Yan Liu，Harue MASAKI：Development of the self-evaluation scale of the balance of life with 
diabetes : Abstraction of the constructs of the scale.　19th EAFONS（East Asian Forum Of 
Nursing Scholars) .14 March 2016,Chiba,Japan.
7. 拝田一真，高橋良幸，谷本真理子，正木治恵：ろう者の外来受診時における医療従事者とのコミュニ
ケーション上の困難と文化的考察．文化看護学会第8回学術集会抄録集，17，2016．(千葉)
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
8. 石井優香，石橋みゆき，正木治恵：一般病棟における看護師の感情に着目した認知症患者のとらえ方
―看護師の否定的感情が肯定的感情へと変化した１事例の報告―，千葉看護学会第22回学術集会講演
集，26，2016
9. 岡村仁愛，高橋良幸，石橋みゆき，正木治恵：クローン病の患者を持つ家族の悩みと適応のプロセス,
千葉看護学会第22回学術集会講演集，30，2016
10. 長尾悠加，石橋みゆき，正木治恵：回復期リハビリテーション病棟における脳血管疾患患者への看護
師の認識と行動―廃用症候群へのかかわりに焦点を当てて―，千葉看護学会第22回学術集会講演集，
44，2016
11. 岩田真紀，小池潤，石橋みゆき，正木治恵：自立歩行している高齢者の足部の皮膚状態と認識の実態，
千葉看護学会第22回学術集会講演集，45，2016
12. Mariko Masujima，Miyuki Ishibashi，Naho Sato，Miwa Watanabe，Takeshi Umezawa，Sumie 
Ikezaki: Assessing the usability of a web-based end of life care education for adults in Japan，The 
11th International Conference Innovative Nursing Care & Technology，November 2，2016，Seoul，
Republic of Korea(Award of the Excellent Poster)
13. 石井優香，石橋みゆき，正木治恵：一般病棟における看護師の感情に着目した認知症患者のとらえ方．
日本看護科学学会第36回学術集会，査読あり，口演O29-1，東京．2016
14. 戸田由利亜：老年看護実習における学生の認知症看護に関する学びの特徴と課題―文献検討を通して
―．日本看護科学学会第36回学術集会，査読あり，示説PB-17-18，東京，2016
15. 小池潤　熊谷美佳　正木治恵　石橋みゆき：長期間自己管理している高齢者の服薬状況の特徴，第58
回日本老年医学会学術集会，2016.6.8（金沢）
16. 坂本明子，正木治恵，大原裕子，黒田久美子：他職種からみた高齢者ケアの継続．連携に関するチー
ム医療を促進する看護師のコーディネート機能，日本看護科学学会第36回学術集会，2016.12.10^11
（東京）
17. 正木治恵：高齢者の看護学的な特徴について，2016フードテクノロジー(フーテック)フォーラム，農
業食料工学会2016年度シンポジウム，2016.6.10（東京）
18. 大久保みすず，正木治恵，谷本真理子，河井伸子：急性期病棟の意志疎通困難な高齢入院患者に対し
個別的看護を行う看護師の他者との関わり，日本老年看護学会第21回学術集会，2016.7.23（埼玉）
19. 川口裕子，高橋良幸，正木治恵：長期療養中の膠原病患者が希望を持って生きるありよう，慢性看護
学会，2016.7.17（東京）
〔単行書〕
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
20. 正木治恵，真田弘美編：看護学テキストNiCE　老年看護学概論(改訂第2版)，正木治恵，第Ⅰ章　老
年看護学を理解するための基盤，第4節54-55，第Ⅱ章　老年看護の理念と目標，第1節62-63，第Ⅲ章
　老年看護の対象となる人々の特徴，第1節66-72，第5章「健やかに老い,安らかに永眠する」を支え
る看護，第1.2節172-185，第Ⅺ章　老年看護学の課題，第1節358-362，第4節374-375，南江堂，2016
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21. 正木治恵，真田弘美編：看護学テキストNiCE　老年看護学概論(改訂第2版)，石橋みゆき，第Ⅶ章　
高齢者の療養生活の支援，第5節　地域連携における退院時の看護，237-241，南江堂，2016
22. 正木治恵，真田弘美編：看護学テキストNiCE 老年看護学概論(改定第2版)，高橋良幸，第Ⅲ章　老年
看護の対象となる人々，第8節 歳月の積み重ね，110-117，南江堂，2016.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
23. 亀井智子，千吉良綾子，正木治恵，泉キヨ子，松本佐知子，島橋誠，堀内ふき：認知症および認知機
能低下者を含む高齢入院患者群への老年専門職チームによる介入の在院日数短縮等への有効性　シス
テマティックレビューとメタアナリシス，老年看護学，20(2)：23-35，2016
24. 堀之内若名，正木治恵：関節リウマチ患者に求められる看護－国内文献の検討を通して－．千葉看護
学会誌，21(2)：55-62，2016
25. 正木治恵：特集　後期高齢透析患者の看護のあり方を再考する　Ⅰ老年看護学総論(1)老年看護の理念
と目標．臨牀透析，32(3)：7-12，2016
〔研究状況〕
　高齢社会実践看護学教育研究分野老人看護専門領域では，高齢社会において必要となる看護実践を科学
的に探求することを目的に，慢性疾患を抱える人々や高齢者が治療を受ける病院をはじめ，生活の場であ
るケア施設や在宅等も研究フィールドとして，多様な看護実践の場における研究を行っている．
　平成28年に実施した研究プロジェクトは，正木は「高齢者ケアの継続.連携に関する質指標の開発とシ
ステム構築」（科学研究費補助金基盤研究（A）平成27年度～30年度）ならびに「看護できる身体づくり
―高齢者ケアにおける看護情報をつかむための身体活用プロセス」科学研究費補助金（挑戦的萌芽）平成
28年度～30年度）に研究代表者として取り組んだ．また，4月より特任准教授として山下が着任し，正木
と共に上記研究を推進している．
　石橋は「療養の場の移行支援構築に向けた退院支援に係る看護技術の体系化」（科学研究費助成事業学
術研究助成基金助成金基盤研究（C）平成27年度～29年度）を受け，研究代表者として研究を推進した．
また，石橋は千葉大学グローバルプロミネント研究基幹 平成28年度リーディング研究育成プログラムに
て採択された「超高齢社会における市民－専門職連携型エンドオブライフケア教育研究拠点（推進責任
者：増島麻里子）」における中核推進者として研究の推進に取り組み，研究成果の一部を発表（12）し，
Award of the Excellent Posterを受賞した．このほか，石橋は，「地域の一般病院に通院する後期高齢が
ん患者への複合的な外科看護支援モデルの構築」（科学研究費助成事業（科学研究費補助金）基盤研究
（C）課題番号：16K12079代表：森本悦子）の分担研究者として研究を推進した．
　高橋は，「終末期慢性呼吸器疾患患者への患者アウトカム評価を含む相互作用看護実践モデルの作成」
（科学研究費助成事業　基盤研究（C）平成25年度～平成27年度）に継続して取り組んだ．また「終末期
慢性呼吸器疾患患者と看護師の互いの了解を尊重した対人援助実践ガイド」のテーマで博士論文を千葉大
学に提出し学位を得た（千大院看博乙第16号）．
　また，戸田と高橋は，「看護できる身体づくり―高齢者ケアにおける看護情報をつかむための身体活用
プロセス」科学研究費補助金（挑戦的萌芽）平成28年度～30年度）の研究分担者として研究に取組んでい
る．
生体看護学専門領域
〔原著〕
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
1. Sugata Y，Miyaso H，Odaka Y，Komiyama M，Sakamoto N，Mori C，Matsuno Y: Levels of 
formaldehyde vapor released from embalmed cadavers in each dissection stage. Environmental 
Science and Pollution Research，23，16176-16182，2016.
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2. Amemiya A，Noguchi H，Oe M，Takehara K，Ohashi Y，Suzuki R，Yamauchi T，Kadowaki T，
Sanada H，Mori T. Shear stress-normal stress (Pressure) Ratio (SPR) decides forming callus in 
patients with diabetic neuropathy. Journal of Diabetes Research，vol. 2016，Article ID 3157123，
2016.
3. Hamatani M，Mori T，Oe M，Noguchi H，Takehara K，Amemiya A，Ohashi Y，Ueki K，
Kadowaki T，Sanada H. Factors associated with callus in diabetic patients ―Focused on plantar 
shear stress during gait―. Journal of Diabetes Science and Technology，10(6)，1353-1359，2016.
4. Takehara K，Amemiya A，Mugita Y，Tsunemi Y，Seko Y，Ohashi Y，Ueki K，Kadowaki T，
Oe M，Nagase T，Ikeda M，Sanada H. Association between tinea pedis and feet washing 
behavior in diabetic patients: A cross-sectional study. Advances in Skin & Wound Care. 2016 (in 
press).
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
5. 小宮山政敏，金赫玲，宮宗秀伸，松野義晴，藤田水穂＊，田中裕二：肘窩における皮静脈と皮神経の
関係．第121回日本解剖学会総会・全国学術集会講演プログラム・抄録集，186，2016．
 ＊2015年5月まで本研究科教員
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
6. 川合いずみ，田中裕二：低体温療法における目標体温までの到達時間に影響を及ぼす要因．日本看護
技術学会第15回学術集会講演抄録集，84，2016．
7. 伊藤千佳，福和由加里，奥山紫，安蒜圭子，藤井智子，島田敦子，神尚子，田中裕二：災害に対する
手術室スタッフの意識調査．第12回歯科・口腔外科看護研究会抄録集，26，2016．
8. Amemiya A，Noguchi H，Oe M，Sanada H，Mori T. Establishment of a measurement method 
for in-shoe pressure and shear stress in specific regions for diabetic ulcer prevention. Conference 
Proceeding of 39th Annual International Conference of the IEEE Engineering in Medicine and 
Biology Society，2291-2294，2016.
9. 雨宮歩，野口博史，大江真琴，竹原君江，大橋優美子，土井麻里，渡邊彩乃，鈴木亮，山内敏正，門
脇孝，真田弘美，森武俊：糖尿病神経障害患者の胼胝予防のための新たな指標となるせん断応力圧力
比(SPR)の提案．第8回日本下肢救済・足病学会学術集会プログラム・抄録集，104，2016．
10. 雨宮歩，野口博史，大江真琴，竹原君江，大橋優美子，鈴木亮，山内敏正，門脇孝，真田弘美，森武
俊：糖尿病神経障害患者における歩行計測により明らかになった足底部位ごとの胼胝形成要因．第4
回看護理工学学会学術集会プログラム・概要集，44，2016．
11. 雨宮歩：糖尿病性足潰瘍予防のためのリアルタイム歩容評価システム．千葉エリア産学官連携オープ
ンフォーラム 2016プログラム・概要集，1，2016．
12. 野口博史，雨宮歩，渡邉彩乃，真田弘美，森武俊：糖尿病患者の胼胝発生予防のための足底局所外力
計測に基づく歩行指導支援システム．第4回看護理工学学会学術集会プログラム・概要集，69，2016．
13. 渡邉彩乃，雨宮歩，野口博史，森武俊: 糖尿病患者の日常生活下足底負荷推定アルゴリズム開発に向
けたプレ実験．第4回看護理工学学会学術集会プログラム・概要集，61，2016．
14. 野口博史，大江真琴，竹原君江，雨宮歩，渡邉彩乃，大橋優美子，門脇孝，森武俊，真田弘美：足外
来受診糖尿病患者の靴の実態調査―神経障害の有無による比較．日本創傷・オストミー・失禁管理学
会会誌20(2) 第25回学術集会抄録集，220，2016．
15. 飯塚陽子，Shuyan Li，Haiqin Sun，Hongwooi Thor，大橋優美子，大江真琴，竹原君江，雨宮歩，
山田案美加，土井麻里，井上享子，久井良之，菅原正純，北野選也，國井大輔，Yuqian Bao，Jian 
Fu，真田弘美，Guanbao Wang，Dongsheng Huang，Weiping Jia，山内正敏，植木浩二郎，門脇孝．
中国北京と上海における糖尿病現状の比較および日本式糖尿病チーム医療の中国展開に関する有用性
の調査研究．糖尿病59，Supplement 1・S-322，2016．
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［単行書］
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
16. 田中裕二：３章 皮膚と膜：体や臓器を守るしくみ，３節 体熱産生と体温．林正健二（編），ナーシ
ング・グラフィカ 人体の構造と機能①　病態生理学．第４版，メディカ出版（大阪），pp.76-81，
2016．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
17. 小宮山政敏，雨宮歩：解剖生理ステップアップドリル第1回：細胞と組織．クリニカルスタディ，
37(4)，82-86，2016.
18. 小宮山政敏，雨宮歩：解剖生理ステップアップドリル第2回：血液・免疫系．クリニカルスタディ，
37(5)，82-86，2016.
19. 小宮山政敏，雨宮歩：解剖生理ステップアップドリル第3回：呼吸器系．クリニカルスタディ，37(7)，
82-86，2016.
20. 小宮山政敏，雨宮歩：解剖生理ステップアップドリル第4回：循環器系．クリニカルスタディ，37(8)，
82-86，2016.
21. 小宮山政敏，雨宮歩：解剖生理ステップアップドリル第5回：消化器系① 食道・胃・腸．クリニカル
スタディ，37(9)，82-86，2016.
22. 小宮山政敏，雨宮歩：解剖生理ステップアップドリル第6回：消化器系② 肝臓・胆嚢・膵臓．クリニ
カルスタディ，37(10)，82-86，2016.
23. 小宮山政敏，雨宮歩：解剖生理ステップアップドリル第7回：代謝・内分泌系．クリニカルスタディ，
37(11)，82-86，2016.
24. 小宮山政敏，雨宮歩：解剖生理ステップアップドリル第8回：泌尿器系．クリニカルスタディ，37(12)，
82-86，2016.
25. 小宮山政敏，雨宮歩：解剖生理ステップアップドリル第9回：神経系．クリニカルスタディ，37(14)，
82-86，2016.
26. 深井喜代子，角濱春美，田中裕二，高島尚美，前田ひとみ，早瀬良：〈交流セッション８〉論文投稿
のA to Z（その５）－日本看護技術学会誌の役割と課題．日本看護技術学会第15回学術集会講演抄録
集，56，2016．
27. 雨宮歩，野口博史，大江真琴，竹原君江，大橋優美子，鈴木亮，山内敏正，門脇孝，真田弘美，森武
俊：糖尿病神経障害患者における歩行計測により明らかになった足底部位ごとの胼胝形成要因. 第4回
看護理工学会学術集会　優秀口演賞受賞
〔研究状況〕
　生体看護学専門領域では，看護対象である人体について解剖学的視点ならびに生理学的視点からの研究
を行っている．
　小宮山は，平成26年度より文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(C)）の助成を受け，「採血および注
射に利用しうる静脈と近傍の神経および動脈に関する解剖学的研究」に取り組み，成果の一部を学術集会
で発表した（5）．また，医療系学生の解剖見学をより良いものとするためのアンケート調査を引き続き実
施している．
　田中は，看護技術の科学的な検証についての研究を継続している．今年度は，低体温療法における目標
体温までの到達時間に影響を及ぼす要因（6）の研究成果を学術集会で発表した．また，看護学テキスト
の改訂版を発行した（16）．平成28年度より文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(C)）の助成を受け，
研究課題「高次脳機能障害患者に対する看護援助技術の神経生理学的解析と国際比較」を開始した．
　雨宮は，平成28年度より文部科学省科学研究費補助金（研究活動スタート支援）と平成28年度千葉大学
研究費獲得促進プログラム（多様型Ａ）の助成を受け，「糖尿病神経障害患者におけるせん断応力圧力比
を考慮した胼胝予防介入効果の検証」を開始し，公益信託中西睦子看護学先端的研究基金研究助成を受け，
「糖尿病神経障害患者における歩容介入による胼胝(べんち)予防効果の検証」に取り組んでいる．研究成果
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の一部が原著論文としてJournal of Diabetes Researchに掲載された（2）．また，一般社団法人日本看護
学校協議会共済会研究助成（一般枠）を受け，「睡眠段階を考慮した体位変換が睡眠の質に与える影響」
を開始した．さらに公益財団法人小笠原科学技術振興財団国際研究集会出張助成と平成28年度学部長裁量
経費を受け，研究成果の一部を国際学会で発表した（8）．また，国内の学術集会等でも成果を発表し（9，
10，11），第4回看護理工学会学術集会において優秀口演賞を受賞した（27）．
リプロダクティブヘルス看護学専門領域
【原著】
〈2016 年 1 月～ 3 月〉
1. 森恵美，前原邦江，岩田裕子，土屋雅子，坂上明子，小澤治美，青木恭子，森田亜希子，望月良美，
前川智子：分娩施設退院前の高年初産婦の身体的心理社会的健康状態：年齢・初経産別の4群比較か
ら．母性衛生，56（4），558-566，2016.
2. 前原邦江，森恵美，岩田裕子，坂上明子，玉腰浩司：初産婦の産後１か月における母親役割満足感に
関連する要因．千大看紀要，38，21-29，2016.
3. 小山田梨紗＊，森恵美，坂上明子：自閉スペクトラム症の子どもを第一子にもつ母親の家族計画に対
する認識．日本母性看護学会誌，16（1），41-47，2016.
4. 太田愛＊，森恵美，坂上明子：高年初産婦の産後1カ月間における夫婦間のサポート体験．日本母性
看護学会誌，16（1），9-16，2016.
 ＊2015年3月博士前期課程修了
〈2016 年 4 月～ 12 月〉
5. 土屋雅子，森恵美，岩田裕子，青木恭子，前原邦江，坂上明子，小澤治美，玉腰浩司：産後１か月間
における精神疾患を有する母親のうつ傾向とその関連要因．母性衛生，57（1），90-97，2016.
6. 岩田裕子，森恵美，坂上明子，前原邦江，小澤治美，青木恭子，土屋雅子：産後１か月時に褥婦が認
識するソーシャルサポートとうつ症状．母性衛生，57（1），138–146, 2016.
7. Tsuchiya M，Mori E，Sakajo A，Iwata H，Maehara K，Tamakoshi K: Cross-sectional and 
longitudinal validation of a 13-item fatigue scale among Japanese postpartum mothers: Fatigue 
scale validation. International Journal of Nursing Practice，22(Suppl.1)，5–13，2016. DOI: 10.1111/
ijn.12434
8. Maehara K，Mori E，Tsuchiya M，Iwata H，Sakajo A，Ozawa H，Morita A，Maekawa T，
Makaya M，Tamakoshi K: Factors affecting maternal confidence among older and younger 
Japanese primiparae at one month post-partum. Japan Journal of Nursing Science，2016. DOI: 
10.1111/jjns.12123
9. Maehara K，Mori E，Tsuchiya M，Iwata H，Sakajo A Tamakoshi K: Factors affecting maternal 
confidence and satisfaction in older Japanese primiparae during postpartum hospital stay. 
International Journal of Nursing Practice，22(Suppl 1)，14–21，2016. DOI: 10.1111/ijn.12435
10. Jin Q，Mori E，Sakajo A: Risk factors，cross-cultural stressors and postpartum depression among 
immigrant Chinese women in Japan. International Journal of Nursing Practice，22(Suppl.1)，38–47，
2016. DOI: 10.1111/ijn.12438
11. Iwata H，Mori E，Sakajo A，Aoki K，Maehara K，Tamakoshi K: Prevalence of postpartum 
depressive symptoms during the first 6 months postpartum: Association with maternal age and 
parity. Journal of Affective Disorders，203，227–232，2016．
【学会発表抄録】
〈2016 年 1 月～ 3 月〉
12. Maehara K，Mori E，Iwata H，Sakajo A，Takakoshi K: Comparison of trajectories of parenting 
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stress during the first 6 months postpartum among mothers with high and low confidence at 1 
month postpartum. 19th EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars Abstract Book Poster 
Presentation,620，2016．
13. Iwata H，Mori E，Sakajo A，Aoki K，Maehara K，Tamakoshi K. Developing nursing 
interventions to prevent postpartum depression in older Japanese primiparas. 19th East Asian 
Forum of Nursing Scholars Abstract Book Poster Presentation,667，2016．
14. Mori E，Iwata H，Maehara K，Sakajo A，Aoki K，Tamakoshi K. Association of prevalence of 
physical symptoms during the first 6 months postpartum with maternal age and parity. 19th East 
Asian Forum of Nursing Scholars Abstract Book Poster Presentation,669，2016．
15. Jin Q，Mori E，Sakajo A: The association between cross-cultural stressors，social support，and 
postpartum depression among Chinese women living in Japan. 19th EAFONS East Asian Forum of 
Nursing Scholars Abstract Book Oral Presentation,117，2016．
〈2016 年 4 月～ 12 月〉
16. Sato N，Komagata T，Sakajo A，Iwasaki Y，Kaneko S: Childrearing support activities in the 
Tsunami-disaster area: How did childcare workers resume activities after the Great East Japan 
Earthquake? 15th World Congress for the World Association of Infant Mental Health，May 28-
June 3，2016，Clarion Congress Hotel Prague，Czech Republic.
17. 森恵美，前原邦江，岩田裕子，坂上明子，青木恭子，森田亜希子：初産婦の産後６か月間における育
児生活時間と疲労及び育児ストレス－栄養方法別の比較－．第18回日本母性看護学会学術集会，久留
米市，2016.
18. 土岐博美，森恵美：全国産後ケア施設の責任者によるケアの質評価．第34回千葉県母性衛生学会学術
集会，千葉，2016.
19. 枝廣結，坂上明子：不妊雑誌の特徴に関する検討－掲載内容と情報提供者の分析から―．第34回千葉
県母性衛生学会学術集会，千葉，2016.
20. 石原理沙，森恵美：看護学教育教科書におけるドメスティック・バイオレンスに関する記載の分析．
第34回千葉県母性衛生学会学術集会，千葉，2016.
21. 中川優美香，岡村実佳＊＊，坂上明子：全国県庁所在地の市・特別区避難所運営マニュアルに記載さ
れている妊産婦・乳幼児への支援の分析．第34回千葉県母性衛生学会学術集会，千葉，2016.
 ＊＊2016年3月まで本研究科教員
22. 岡田忍，西尾淳子，森恵美，石井邦子，日下和代，麻生智子，大滝千智，新居直実，伊藤眞知子：訪
問看護ステーションにおける口腔ケアと訪問看護利用者の口腔の健康状態に関する実態調査．第18回
日本在宅医学会大会・第21回日本在宅ケア学会学術集会合同大会プログラム・講演抄録集，402，
2016.
23. 長田久夫，坂上明子，臼井いづみ，計良和範，淀川祐紀，鈴木真，青木まり子，飯塚美徳，石川源，
尾崎康彦，加古訓之，菊地範彦，齋藤美貴，田嶋敦，田中幹二，比嘉美月：チーム連携重点型の周産
期急変対応シミュレーション講習の実践，第2回ALSO-JAPAN年次集会プログラム・抄録集，105，
2016.
24. 森恵美，岩田裕子，坂上明子，前原邦江，青木恭子：産後6か月間における不妊治療の有無とうつ症
状との関連．第14回日本生殖看護学会学術集会プログラム・講演集，48，2016.
25. 前原邦江，森恵美，坂上明子，岩田裕子，小澤治美，青木恭子：初産婦の産後６か月間における子ど
もの特徴に関するストレスの関連要因－不妊治療の影響に着目して－．第14回日本生殖看護学会学術
集会プログラム・講演集，49，2016.
26. 岩田裕子，森恵美，坂上明子，前原邦江，森田亜希子，青木恭子，小澤治美：褥婦が有する身体症状
の産後6か月間の推移. 第57回日本母性衛生学会総会・学術集会抄録集，226，2016.
27. 金チュウアイ，森恵美，坂上明子：高年初産婦を対象とした産後うつ症状に関する文献検討．第57回
日本母性衛生学会総会・学術集会抄録集，246，2016.
28. 坂上明子，前原邦江，森恵美，三國和美，青木恭子，岩田裕子，小澤治美，小坂麻衣：不妊治療後の
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第39号
－84－
妊婦の母親役割獲得を促す看護介入に関する文献研究．第57回日本母性衛生学会総会・学術集会抄録
集，247，2016.
29. 土岐博美，森恵美：日本全国の産後ケア施設におけるケアの実態に関する調査．第57回日本母性衛生
学会総会・学術集会抄録集，256，2016.
30. 大月恵理子，坂上明子，林ひろみ，平石皆子，森田亜希子，高島えり子：母体・胎児集中治療室
（MFICU）看護職の研修プログラムの妥当性．第57回日本母性衛生学会総会・学術集会抄録集，271，
2016．
31. 中川優美香，坂上明子：全国県庁所在地の市の避難所運営マニュアルに記載されている妊産婦・乳幼
児への支援内容の分析．第57回日本母性衛生学会総会・学術集会抄録集，278，2016.
32. 臼井いづみ，長田久夫，坂上明子，石川源，斎藤美貴，青木まり子：Team STEPPSⓇを取り入れた
周産期急変対応ワークショッププログラムの開発. 第57回日本母性衛生学会総会・学術集会抄録集，
298，2016．
33. 坂上明子，長田久夫，臼井いづみ，鈴木真，石川源，齋藤美貴，青木まり子：Team STEPPSⓇを取
り入れた周産期急変対応ワークショップの評価 ‐ 参加者への質問紙調査の分析 ‐ ．第57回日本母性
衛生学会総会・学術集会抄録集，298，2016.
34. 淀川祐紀，長田久夫，坂上明子，臼井いづみ，計良和範，加古訓之，鈴木真，田嶋敦，青木まり子，
比嘉美月：周産期急変対応シミュレーション講習～同一施設・多職種のチーム連携を重視して～．第
120回日本産科麻酔科学会学術集会，東京，2016.
35. Mori E，Iwata H，Sakajo A，Maehara K，Morita A，Aoki K，Ozawa H，Tamakoshi K：The 
association between physical symptoms and depressive symptoms during the first six months 
post-partum.第36回日本看護科学学会学術集会予稿集，PC-10-09，2016
36．駒形朋子，佐藤奈保，坂上明子，山本あい子：東日本大震災で被災したT市における乳幼児を抱える
家族の困難に関する研究（第一報），第36回日看科会学術集会予稿集，O14-2，2016.
【単行書】
〈2016 年 1 月～ 3 月〉
37. 森恵美：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学１　母性看護学概論　第13版，医学書院，2-36，
41-52，146-178，2016.
38. 坂上明子：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学１　母性看護学概論　第13版，医学書院，37， 
2016.
39. 岩田裕子：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学１　母性看護学概論　第13版，医学書院，308-
316，2016.
40. 森恵美：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学2　母性看護学各論　第13版，医学書院，2-12，
78-86，103-125，199-251，393-400，433-455，527-534，2016.　　
41. 坂上明子：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学2　母性看護学各論　第13版，医学書院，23-26，
46-56，78-86，103-125，2016.
【総説・短報・実践報告・資料・その他】
〈2016 年 1 月～ 3 月〉
42. 青木恭子，森恵美，坂上明子，岩田裕子，前原邦江，土屋雅子，岡村実佳＊＊：「高年初産婦に特化し
た子育て支援ガイドライン」の現場適用に向けた看護研修会．千大看紀要，38，57-61，2016.
 ＊＊2016年3月まで本研究科教員
43. 岡田忍，西尾淳子，森恵美，石井邦子，日下和代，麻生智子，大滝千智，伊藤眞知子，新居直実：福
祉の現場から　歯科専門職との連携による更年期女性と在宅高齢者の口腔ケアの質の向上に関する研
究．地域ケアリング，18（3），88-90，2016
〈2016 年 4 月～ 12 月〉
44. 森恵美：更年期周辺女性と産婦人科他領域疾患をめぐる問題点を探る 周産期・高齢妊娠・出産をめ
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ぐる問題点．第15回更年期と加齢のヘルスケア学会・第4回日本サプリメント学会学術集会プログラ
ム・抄録集，28，2016
【研究状況】
　本研究領域では，Reproductive Healthに関連した健康問題を持つ女性や，周産期などにある女性の健
康や母性性の発達を促す看護に関する研究を行っている。家族育成期の女性とそのパートナーとの関係，
家族についても調査，検討を重ねている。
　森らは平成23年2月から平成26年3月末まで，内閣府より「最先端・次世代研究開発プログラム」の助成
を受け，「日本の高年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開発」に取り組んだ。今年度，追加分
析を行い，その研究成果を国内学会（18,24,25,26,35）および国際学会（13,14,15）にて発表，和論文4件
（1,2,5,6），洋論文5件（7,8,9,11,12）の原著論文にまとめた。なお、和論文（1）は平成28年度日本母性衛生
学会学術論文優秀賞を受賞した。また，森は平成26年度より，文科省科研費の助成を受け「日本の高年初
産婦に特化した子育て支援ガイドラインの評価研究」（基盤研究（A）研究代表者：森恵美）に取り組み，
坂上，小澤，青木，小坂も参画している。 その他，森は千葉大学（総括責任者：徳久剛史）が平成27～
32年度に採択された，ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型），および文科省科研費補助
金（基盤研究（B））「歯科専門職との連携による更年期女性と在宅高齢者の口腔ケアの質の向上に関する
研究」（研究代表者：岡田忍）に研究分担者として参画している。
　坂上は，平成26年度より文科省科研費を得て，「高度生殖医療を受けた妊婦の母親役割獲得を促す看護
介入プログラムの改良」（基盤研究（B）研究代表者：坂上明子）に取り組み，森，青木も研究分担者と
して参画している。今年度その研究成果を国内学会にて報告（28）した。また、「IT技術を用いた災害看
護パフォーマンス評価指標の開発」（挑戦的萌芽研究　研究代表者：臼井いづみ）に連携研究者として参
画している。
　小澤は，科研費を得て「双子のひとりが障がいを有する母親の双子の親になる体験を表す概念モデルの
創出」（若手研究（B）研究代表者：小澤治美）に取り組んでいる。
健康管理看護学専門領域
〔原著〕
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
1. 齋藤尚子，山本武志，北池正：市町村保健師が健康で意欲的に仕事ができる職場環境に関する研究．
日本公衛誌，63(8)，397-408，2016.
〔学会発表抄録〕
＜2016年１月～3月＞
2. Ikezaki S，Lu L，Suzuki T＊，Komuro N，Kitaike T: Expectations and experiences of recruiting 
overseas nurses in Japan: a questionnaire survey of the nursing directors of hospitals in Chiba 
prefecture. 19th East Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS)，Chiba，2016.
 ＊2016年3月まで本研究科教員
3. Lu L，Kitaike T，Ikezaki S，Suzuki T＊，Takeuchi M，Wakasugi A，Li X，Wang A，Fan L，
Xiao S，Xia Y: Nurses' research activities at university hospitals in China. 19th East Asian Forum 
of Nursing Scholars (EAFONS)，Chiba，2016.
 ＊2016年3月まで本研究科教員
4. Majima T，Yamamoto T，Ikezaki S，Nagasaka I，Kurokochi K，Ootsuka M，Yamada K，
Watanabe M，Masujima M，Ootsuka T，Sakai I: Comparison of competency for interprofessional 
collaborative practice and job satisfaction among medical professionals in intensive care units and 
operation rooms at two university hospitals in Japan. 19th East Asian Forum of Nursing Scholars 
(EAFONS)，Chiba，2016.  
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5. Masujima M，Tanimoto M，Nagae H，Ikezaki S，Sakurai C，Chiba K，Izumi S: Older adults' 
and their family members' perceptions about end-of-life in Japan. 19th East Asian Forum of 
Nursing Scholars (EAFONS)，Chiba，2016.
6. 野地有子，山下純，鈴木友子＊，溝部昌子，北池正，炭谷大輔，菅田勝也：看護職のカルチュラル・
コンピテンス測定に関する研究～カフリー・ヘルスケア文化能力尺度を用いて～．第6回日本看護評
価学会，東京，2016.
 ＊2016年3月まで本研究科教員
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
7. 路璐，北池正，池崎澄江，鈴木友子＊：中国の中堅看護師における専門職的自律性に関する調査．日
看研誌，39(3)，316，2016.
 ＊2016年3月まで本研究科教員
8. 増島麻里子，長坂育代，池崎澄江，渡邉美和，酒井郁子，黒河内仙奈，大塚眞理子，山田響子，山本
武志，大塚知子，眞島朋子：がん診療連携拠点病院における病棟の専門職連携実践と緩和ケアチーム
へのコンサルテーションとの関連．第21回日本緩和医療学会学術大会，Palliative Care Research，
11(Suppl.)，S287，2016.
9. 池崎澄江：特別養護老人ホームにおける介護職からみた看護職とのコミュニケーション．千葉看第22
回学術集会講演集，28，2016.
10. 眞島朋子，山本武志，池崎澄江，長坂育代，渡邉美和，増島麻里子，黒河内仙奈，大塚眞理子，山田
響子，大塚知子，酒井郁子：大学病院の集中治療室・手術室と他部門の職種別専門職連携実践能力と
職務満足の比較―６因子の特徴に焦点を当てて．千葉看第22回学術集会抄録集，37，2016.
11. 小室直美，池崎澄江，北池正：治療中の建設業労働者における保健行動と健康診断結果の関連．第75
回日公衛会抄録集，652，2016.
12. 杉田由加里，井出成美，石川麻衣，池崎澄江，中山健夫：自治体における特定保健指導の問診の実態
調査(第1報)：特定健診質問票の活用状況．第75回日公衛会抄録集，422，2016．
13. 井出成美，杉田由加里，石川麻衣，池崎澄江，中山健夫：自治体における保健指導の問診の実態調査
(第2報)：質問票項目の設定と活用．第75回日公衛会抄録集，422，2016．
14. 石川麻衣，杉田由加里，井出成美，池崎澄江，中山健夫：自治体における特定保健指導の問診の実態
調査(第3報)：保健行動を把握する上での困難．第75回日公衛会抄録集，422，2016．
15. 路璐，若杉歩，池崎澄江，櫻井友子＊，北池正：外国人看護師の受け入れに関する国内文献レビュー．
第36回日看科会学術集会，東京，2016．
 ＊2016年3月まで本研究科教員
16. 池崎澄江：特別養護老人ホームに勤務する看護職のやりがいと他職種間コミュニケーション．第36回
日看科会学術集会，東京，2016．
17. 谷本真理子，須藤麻衣，川口裕子，筒井千春，池崎澄江，増島麻里子，櫻井智穂子：一般病院看護師
のエンドオブライフケア実践におけるコミュニケーションの阻害要因と促進要因．第36回日看科会学
術集会，東京，2016．
18. 渡辺悦子，李廷秀，森克美，北池正：東京近郊都市の女性における居住地域環境と日常歩行時間．第
81回日本民族衛生学会総会講演集，126-127，2016.
19. Nosaki A，Noji A，Suzuki T＊，Mochizuki Y，Kitaike T，Sumitani D：Difficulties in delivering 
nursing care to foreign patients among Japanese registered nurses，5th World Congress of 
Clinical Safety 2016，Boston(USA)，2016．
 ＊2016年3月まで本研究科教員
〔報告書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
20. 北池正，池崎澄江，鈴木友子＊，路璐，若杉歩，竹内信：平成27年度千葉県委託事業　外国人看護師
導入に係る調査研究事業　報告書．千葉大学医学部附属病院・大学院看護学研究科，4-16，38-87,98-
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129，2016．
 ＊2016年3月まで本研究科教員
21. 池崎澄江：介護施設における看護管理者の実践が職員およびケアの質に与える影響．平成25年度～27
年度科学研究費補助金(若手研究(B))研究成果報告書，2016．
〔単行書〕
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
22. 北池正：健康管理と方法．野尻雅美（監修），最新保健学－公衆衛生・疫学－，真興交易㈱医書出版
部，131-136，2016．
23. 北池正：成人の健康管理．野尻雅美（監修），最新保健学－公衆衛生・疫学－，真興交易㈱医書出版
部，158-172，2016．
24. 北池正：学校における健康管理．野尻雅美（監修），最新保健学－公衆衛生・疫学－，真興交易㈱医
書出版部，230-245，2016．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
25. 池崎澄江：看護とエビデンス―統計学で示す真実とは（解説）．千大看紀要，(38)，83-85，2016．
26. 辻村真由子，福井小紀子，藤田淳子，池崎澄江，乙黒千鶴：顔の見える関係ができたあとの多職種連
携とは？連携力の評価の視点（第5回）（最終回）各職種と遺族による自由回答から見えてきた連携の
ポイント．訪問看護と介護，21(3)，224-228，2016．
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
27. 千葉宏毅，伊藤道哉，池崎澄江，伊藤弘人：日本医療・病院管理学会誌における学術用語の動向―探
索的および計量的分析．日本医療・病院管理学会誌，53(4)，227-237，2016．
〔研究状況〕
　領域としては，外国人看護師の受け入れに関する調査研究（2，15，19）や看護研究活動と専門職的自
律性との関連（3，7）に取り組んでいる。北池は，産業保健において職場環境や保健行動と健康管理との
関連（1，13）や健康増進における地域環境が身体活動に及ぼす影響（17）の研究に取り組んでいる。池
崎は，特別養護老人ホームを中心に高齢者施設におけるエンドオブライフケアについて取り組んでいる。
（9，16）
精神看護学専門領域
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
1. 野崎章子，青木勉，窪田彰，丸谷俊之，西尾彰泰，篠原慶朗，手林佳正：カンボジアにおけるメンタ
ルヘルスリテラシー　—2001年の調査より—．第35回日本社会精神医学会，1月28－29日，岡山
2.  丸谷俊之，西尾彰泰，篠原慶朗，野崎章子，手林佳正，窪田彰，青木勉：カンボジア・シェムリアッ
プ州における精神保健支援のコストについて. 第35回日本社会精神医学会，1月28－29日，岡山
3. 舘祥平：触法精神障害者の地域生活に関する研究．第35回日本社会精神医学会，1月28－29日，岡山
4. Nishio A，Marutani T，Nosaki A，Aoki T，Kubota A，Shinohara A，Yamamoto M ：Discussion 
about establishment of a sustainable mental health system in developing countries，1st 
International Congress Ecology and Evolution of Global Communicable Diseases，Galapagos，
University of San Francisco de Quito，Mar. 2016
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＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
5. 野地有子，野崎章子，望月由紀，柳堀朗子，菅田勝也：外国人患者へのケア提供に際して看護師が持
つ困難さ～テキストマイニング分析から～：第54回日本医療・病院管理学会，9月17－18日，東京，
2016.
6. Nosaki A，Noji A，Suzuki T，Mochizuki Y，Kitaike T，Sumitani D.：Difficulties in delivering 
nursing care to foreign patients among Japanese registered nurses. 5th World Congress of Clinical 
Safety，Proceeding，p67，Boston，USA. 21-23 September，2016
7. 濱田伊沙名，野崎章子：アダルトサードカルチャーキッズ（ATCK）の異文化体験とストレス．第23
回多文化間精神医学会学術総会，栃木，10月1－2日，2016
8. Nosaki A，Otsuka K.: Effects of natural disasters on people who have mental disorder prior to 
disasters: a literature review. 17th Pacific Rim College of Psychiatrists Scientific Meeting. Program 
p40，Kaohsiung，TAIWAN，Nov. 3-5，2016
9. Nosaki A，Tebayashi M，Nishio A，Marutani T，Aoki T，Shinohara N，Kubota A. : Mental 
health literacy among Cambodian in 2001 from point of view of global mental health and inclusion. 
17th Pacific Rim College of Psychiatrists Scientific Meeting. Program p35，Kaohsiung，TAIWAN，
Nov. 3-5，2016
10. Nishio A，Horita R，Marutani T，Nosaki A，Aoki T，Yamamoto M，Kubota A，Shinohara N，: 
Attitudes and beliefs of Cambodian public about schizophrenia. 17th Pacific Rim College of 
Psychiatrists Scientific Meeting. Program p20，Kaohsiung，TAIWAN，Nov. 3-5，2016
11. 西尾彰泰，丸谷俊之，窪田彰，野崎章子，篠原慶朗，青木勉，山本眞由美：精神病に対するカンボジ
ア人の態度・考え方．第31回日本国際保健医療学会学術大会，久留米，2016年12月
〔単行書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
12. 野崎章子：第6章　精神障害をもつ人への看護　II事例で学ぶ：精神疾患／障害を持つ患者への看護
　G　強迫性障害．p338－344，岩﨑弥生，渡邉博幸編集：新体系看護学全書　精神看護学２　精神
障害をもつ人の看護．第4版，2016，メヂカルフレンド社
13. 野崎章子：第6章　精神障害をもつ人への看護　II事例で学ぶ：精神疾患／障害を持つ患者への看護
　H　神経性やせ症摂食制限型．p345－350,　岩﨑弥生，渡邉博幸編集：新体系看護学全書　精神看
護学２　精神障害をもつ人の看護．第4版，2016，メヂカルフレンド社
14. 野崎章子：第6章　精神障害をもつ人への看護　II事例で学ぶ：精神疾患／障害を持つ患者への看護
　I  注意欠如・多動性障害．p351－355，岩﨑弥生，渡邉博幸編集：新体系看護学全書　精神看護学
２　精神障害をもつ人の看護．第4版，2016，メヂカルフレンド社
15. 野崎章子：第6章　精神障害をもつ人への看護　II事例で学ぶ：精神疾患／障害を持つ患者への看護
　J　自閉症スペクトラム障害．p356－363，岩﨑弥生，渡邉博幸編集：新体系看護学全書　精神看護
学２　精神障害をもつ人の看護．第4版，2016，メヂカルフレンド社
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
16. 小林美亜，野崎章子訳：価値に基づく診療 VBP実践のための10のプロセス．第9章　子どもの安全保
護におけるリスク：スキルと同等のチームの価値．p151－175，大西弘高，尾藤誠司 (監訳)．メディ
カルサイエンスインターナショナル. 2016
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
17. 野崎章子：SUMH途上国の精神保健を支えるネットワーク カンボジアスタディツアー報告．SUMH
途上国の精神保健を支えるネットワークSupporters for Mental Health平成28年度総会，6月，東京，
2016
18. 森内加奈惠，三浦永恵，佐宗綾子，加藤美香穂，野崎章子：退院後初回外来受診患者への看護面談－
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テキストマイニングによる分析と今後の課題－. 千葉大学医学部附属病院看護部平成28年度看護研
究・活動報告集録，p77-83，2016
〔研究状況〕
　精神看護学専門領域では，精神障害をもちながら暮らす人々とその家族，そして逆境等のストレス状況
にある人々のメンタルヘルスに焦点をあて，当事者が持つ力を活かし，地域生活を継続するための看護支
援方法に関する研究に取り組んでいる．また，国内外問わず，グローバルな視点におけるメンタルヘルス
向上に関する研究，さらに，精神看護実践の向上をめざし，看護師への支援および看護援助技術の開発に
関する研究についても継続的に取り組んでいる．
　精神障害をもちながら暮らす人々とその家族への支援として，舘は，触法精神障害者の地域生活実態と
支援者の取り組みについて成果発表を行った（３）．今後も触法精神障害者の地域生活上の困難点につい
て明らかにする予定である．さらに，地域で暮らす精神障害を有する人々への支援として，ピアサポート
に関する研究に着手した。
　野崎は，当事者自らがemergency preparednessに取り組むレジリエントなコミュニティ形成支援に関
する研究を継続している．2015年度より開始した地域で暮らす精神障害者の災害体験およびメンタルヘル
スについて，成果発表を行った（８）。
　精神科看護援助技術の向上・開発に関して，教科書において事例呈示ならびに看護実践例を執筆した
（12－15）。精神科看護外来における看護実践についても千葉大学医学部附属病院看護スタッフとともに分
析を行い，今後の外来精神看護実践向上のための示唆を得た(18)。
　グローバルヘルスに関連して，異文化・多文化環境における看護実践向上のために，異文化体験を有す
る当事者（７），そうした人々への看護実践について研究を行い（５，６），ケアの対象者および提供者の
価値を尊重した臨床実践に関するテキストの翻訳を行った（16）。
　グローバルメンタルヘルスそしてダイバーシティ・インクルーションの観点より，野崎はSUMH途上
国の精神保健を支えるネットワークSupporters for Mental Healthの活動に参加し，カンボジア現地スタッ
フおよび国内の医師，精神保健福祉士，臨床心理士，助産師，看護師，学生，一般市民等からなるチーム
により，カンボジアのメンタルヘルスおよび精神医療サービスの提供に関する実践および研究を継続して
いる。2016年度は現地住民のメンタルヘルスリテラシー（1，９，17 ），精神科疾患に対するスティグマ
(11)，メンタルヘルス教育の効果検証（10），メンタルヘルスサービスのコスト等(2)について調査および
成果発表を行い，現地住民の文化や価値を尊重し，かつ現地住民と協働での持続可能性のあるサービス内
容について検討を行った（４）。
地域看護学専門領域
〔原著〕
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
1． Uki Noviana，Misako Miyazaki，Mina Ishimaru：Meaning in Life: A conceptual model for disaster 
nursing practice，Journal of Nursing and Human Sciences，Volume 22，Issue Supplement S1 65-
75，2016.
2． Mina Ishimaru，Yoko Yamada，Mitsuko Matsushita，Mika Umezu：The effects of collaborative 
research-based programming on public health nurses and their practice，Journal of Nursing and 
Human Sciences，Volume 22，Issue Supplement S1 48-55，2016.
3． 丸谷美紀，佐藤紀子，大澤真奈美，宮﨑美砂子，雨宮有子，細谷紀子：［‘住民の価値観・生活・つな
がり’を大切にする保健指導方法ABC］研修受講者の文化的能力の発展．文化看護学会誌，8(1)，2-13，
2016．
4． 岩瀬靖子，宮﨑美砂子，石丸美奈：平常時と災害時の市町村保健師の看護実践能力の関連の特徴－市
町村保健師による実践報告の記述の質的分析より－．千葉看護学会会誌，22(1)，23-32，2016．
5． 植村直子，宮﨑美砂子：当事者グループ・住民組織の支援について保健師が認識する難しさとそれを
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乗り越える看護実践能力－コンピテンシーとケイパビリティの概念からの分析－．千葉看護学会会誌，
22(1)，53-62，2016．
6． 牛尾裕子，松下光子，塩見美抄，宮芝智子，飯野理恵，嶋澤順子，小巻京子，竹村和子：地域診断の
実習・演習における教員の評価視点－ルーブリック開発のためのパフォーマンス評価の基準となる内
容の探索－．日本地域看護学会誌，19(3)，6-14，2016．
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
7． Uki Noviana，Misako Miyazaki，Mina Ishimaru：A Practical Understanding of Meaning in Life. 
19th EAFONS abstract book oral presentation,108-109,2016.
8． Naoko Uemura，Misako Miyazaki：Public Health Nurses’ Difficulties with Community Group 
Support and Their Solutions for Overcoming Them．19th EAFONS abstract books,181-182,2016．
9． Eiko Hanai＊，Mina Ishimaru，Misako Miyazaki：The development and examination of a program 
that uses risk communication to encourage mothers caring for infants prepare for natural 
disasters. 19th EAFONS abstract book oral presentation,610-611,2016.
 ＊2016年3月博士前期課程修了
10． Noriko Sato，Yuko Amamiya，Noriko Hosoya，Shima Ishikawa，Rie Iino，Reiko Tokita，Narumi 
Ide，Tomoko Sugimoto，Mariko Tanimoto :Educational needs of preventive care service 
providers for supporting the empowerment of elderly people. 19th EAFONS abstract book poster 
presentation,928-929,2016.
11． Tamami Shimokoshi，Misako Miyazaki，Mina Ishimaru：Factors contributing to the sustainability 
of community-based activities : A scoping review in the Japanese context. 19th EAFONS abstract 
book poster presentation,956-957,2016.
12． Rie Iino，Misako Miyazaki，Mina Ishimaru，Reiko Tokita，Yukari Sugita，Seiko Iwase，Yuko 
Tutiya ,Noriko Sato，Tiyuki Kurisu : A Delphi method-based examination of community health 
nursing skill useful for the maintenance and development of prevention activities. 19th EAFONS 
abstract book poster presentation,970-971,2016.
13． Yukari Sugita，Mina Ishimaru，Mai Ishikawa，Mitsuko Matsushita，Narumi Ide，Yasuko Ogata: 
Promoting continuous practice research among public health nurses in public health organizations 
in Japan. 19th EAFONS，abstract book poster presentation,943,2016.
14． Saori Iguchi＊，Misako Miyazaki，Mina Ishimaru：Posttraumatic growth in public health nurses 
after the great eastJapan earthquake: professional growth process,19th EAFONS，Oral 
Presentation List 110，2016.
 ＊2015年3年博士前期課程修了
15． 牛尾裕子，山田洋子，松下光子，石丸美奈，塩見美沙，佐藤紀子，個から地域へ展開する　モデル開
発第4回日本公衆衛生看護学会学術集会 個から地域へ展開する保健師の思考の探求 －モデル開発の
ためのワークショップ－，第4回公衆衛生看護学会抄録集，307，2016.
16． 石丸美奈，大塚眞理子，久保田健太郎：都市型住宅地における集会所を拠点として住民主体の地域包
括ケアの実践に関するアクションリサーチ，千葉大学男女共同推進参画部門共同研究推進のための合
同研究発表会，西千葉アカデミックリンクセンター，2016.
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
17． Sri Warsini，Uki Noviana，Takako Ito，Yayoi Iwasaki ：Current Situation and Recovery Factors 
of Relocated Mt. Merapi’s Survivors. THE 4th INTERNATIONAL CONFERENCE OF WORLD 
SOCIETY OF DISASTER NURSING .
18． Mina Ishimaru，Rie Iino，Reiko Tokita，Misako Miyazaki，Yukari Sugita,Tomoko Ando，Yuko 
Amamiya，Noriko Sato，Yumiko Okada，Akiko Suzuki，Miwa Suzuki，Shizuka Harada，
Shinobu Sakurai，Hiromi Fuji，Shoko Tsuruoka (Japan)：Using faculty self-reflection to construct 
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a research support model for public health nurses. The 3rd KOREA-JAPAN Joint Conference on 
Community Health Nursing，2016．
19． 石丸美奈，宮﨑美砂子，奥田博子：統括的な役割を担う保健師に必要な教育内容の検討．日本地域看
護学会第19回学術集会講演集，135，2016．
20．鈴木悟子，宮﨑美砂子：30歳代男性の生活習慣病予防のための健康学習を促す支援指針案の洗練．日
本地域看護学会第19回学術集会講演集，147，2016．
21．牛尾裕子，山田洋子，塩見美沙，佐藤紀子，細谷紀子，石丸美奈，松下光子，宮﨑美砂子，北山三津
子：保健師活動における「個」と「地域」の概念－保健師の語りの分析から－．日本地域看護学会第
19回学術集会講演集，171，2016．
22．吉田靖代＊，宮﨑美砂子，石丸美奈：居宅生活を送る精神疾患を持つ人々の日常的に経験している危
機とセルフケア．千葉看第22回学術集会集録，31，2016．
 ＊2016年3年博士前期課程修了
23．花井詠子＊，石丸美奈，宮﨑美砂子，災害に対する備えを行う為の保健師と乳児を育てる母のリスク
コミュニケーションの実践．第75回日本公衛会抄録集，444，2016．
 ＊2016年3年博士前期課程修了
24．宮﨑美砂子，奥田博子，春山早苗，上林美保子，安齋由貴子，高瀬佳苗，丸谷美紀，金谷泰宏，井口
紗織：大規模災害時の地域保健活動拠点における支援人材活用等のマネジメント評価指標の検討．第
75回日公衛会抄録集，579，2016．
25．奥田博子，宮﨑美砂子，守田孝恵，佐伯和子，中板育美，橘とも子，福島富士子，石丸美奈，中西信
代，橋本結花，村中峯子，森永裕美子，大木幸子，保健師の人材育成計画策定ガイドラインの開発．
第75回日公衛会抄録集，594，2016．
26．金子紀子，石垣和子，大湾明美，宮﨑美砂子，山本春江，米澤洋美，塚田久恵，阿川啓子，曽根志穂，
角地孝洋，北野浩子：近年の地域保健を取り巻く地区の変化と保健活動の方法に関する研究．第75回
日公衛会抄録集，618，2016．
27．杉田由加里，石丸美奈，石川麻衣，松下光子：行政保健師が取組む業務研究の遂行に必要とされる条
件．第36回日看科学術集会講演集，2016．
28．松本美佐子＊，石丸美奈，宮﨑美砂子：子育て期にある母親の転入後の多重な文化社会的構造の中で
の葛藤の在り様．第8回文化看護学会学術集会抄録集，19，2016.
 ＊2016年3年博士前期課程修了
29．石丸美奈（千葉大学大学院看護学研究科生活創成看護学講座地域創成看護学領域）：住民主体の地域
包括ケアの実現に向けた住民活動開始期のプロセスと効果．千葉エリア産官学連携オープンフォーラ
ム2016，51，2016．
30．Mina Ishimaru：Exploring community peer user methods for connected health,　ISCA Japan 
Research Seminar and Workshop“Future Healthcare: Connected Health and Ageing Society in 
Japan”，Dublin，2016．
〔報告書〕 
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
31．宮﨑美砂子，奥田博子，石丸美奈（研究協力者）：Competency獲得に必要な教育プログラムに関す
る研究，平成27年度厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業　地域保健に
従事する人材の計画的育成に関する研究（研究代表者：奥田博子）平成27年度総括・分担研究報告書，
53-63，2016
32．宮﨑美砂子，奥田博子，春山早苗，上林美保子，安齋由貴子，高瀬佳苗，丸谷美紀，金谷泰宏，井口
紗織：大規模災害復興期等における地域保健活動拠点のマネジメント機能促進のための評価指標ツー
ル開発に関する研究．厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）平成27年
度総括・分担研究報告書（研究代表者 宮﨑美砂子），1-113，2016.
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〔単行書〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
33．宮﨑美砂子：第１章公衆衛生看護学概論Ⅰ公衆衛生看護とは何か．第４章公衆衛生看護学研究．最新
公衆衛生看護学第２版（2016年版）総論（宮﨑美砂子他編），2-23，331-363，2016.
34．石丸美奈：第１章Ⅱ成人・高齢者保健福祉活動，１．健康づくり活動．２．生活習慣病予防活動．最
新公衆衛生看護学第２版（2016年版）各論１（宮﨑美砂子他編），86-116，116-137，2016．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
35．植村直子，宮﨑美砂子：看護学雑誌におけるメタ総合研究の動向－2005年から2014年に出版された国
内外論文の検討－．千葉看護学会会誌，21(2)，45-54，2016．
36．宮﨑美砂子，佐伯和子，上田修代，石川麻衣，平野美千代：東日本大震災から5年-被災地のいまと，
これから被災地の保健活動の課題と今後に向けて－学会による取り組みを通して見えたこと．保健師
ジャーナル，72(3)，212-215，2016.
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
37．新村順子＊，宮﨑美砂子，石丸美奈：精神障がい者の個別支援における保健師が感じる困難とその対
処．日本地域看護学会誌，19(1)，55-62，2016．
 ＊2016年3月博士後期課程修了
38．大関博美，藤本紀子，渡辺真澄，齊藤明日香，冨岡真理子，宮下美恵，宮﨑美砂子：「市原市災害時
保健活動マニュアル」にもとづく研修会の取り組み役割別シミュレーション演習とそこから見えてき
た課題．保健師ジャーナル，72(9)，758-764，2016．
39．辻村真由子，諏訪さゆり，石丸美奈，兪文偉：一人暮らし高齢者の在宅療養生活を支える訪問看護実
践と家族支援方法の探究－学際研究への発展－．地域ケアリング，18(10)，67-70，2016．
40．鈴木悟子：30歳代男性の生活習慣病予防のための健康学習を促す支援方法の開発．公益財団法人ちば
県民保健予防財団，調査研究ジャーナル，5(2)，212，2016．
41．岡田由美子＊，石丸美奈，宮﨑美砂子：生活の場における在宅認知症高齢者と近隣住民の関係性　出
会いから認知症発症後の現在まで．日本認知症ケア学会誌14(4)，805-815，2016.
 ＊2014年3月博士前期課程修了
42．高橋在也，岩城典子，長江弘子，石丸美奈，清水直美，吉本照子：生き方の理解と支えあいのための
場の模索－エンドオブライフを考える市民参加型プログラムの事例から－．生命倫理，27，159-168，
2016.
43．奥田博子，宮﨑美砂子，石丸美奈：統括的な役割を担う保健師の現状と課題．保健医療科学，65(5)，
466-473，2016．
44．宮﨑美砂子：第19回EAFONS　in Chiba開催報告．看護研究，49(4)，340-343，2016.
〔研究状況〕
　地域看護学領域では，行政サービスを担う保健師の活動方法に焦点をあて，家族や地域で生活する人々
に個別に関わる看護を基盤にしながら，ケア体制作り，地域づくり，行政施策づくりにかかわる公衆衛生
看護の専門知識・技術の開発に取り組んでいる．
　平成28年3月に時田助教が転出し，4月より鈴木助教が着任した。
　宮﨑は，厚生労働科学研究費補助金を受け「大規模災害復興における地域保健活動拠点のマネジメント
機能促進のための評価指標ツール開発に関する研究」に取り組んでいる．また，平成25年度より文部科学
省科学研究費補助金（基盤研究B）を受けて，「予防活動の持続・発展のための地域看護実践ガイドの作
成と普及に関する研究」に取り組んでいる．
　石丸は，平成27年度より文部科学省研究費補助金（挑戦的萌芽研究）を受けて，「大学間連携による保
健師業務研究サポートを通したファカルティ・ディベロップメント」に取り組んでいる（18）．第3回韓日
地域看護学会での口演発表（18）は，Best Oral Presentationを受賞した．また，分担研究者として，「行
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政保健師の実践の充実を目指した業務研究サポートモデルの開発」（基盤研究C，研究代表者：杉田由加
里）（27），「‘個から地域へ’展開する保健師の思考過程に着目した公衆衛生看護実践モデルの開発」（挑戦
的萌芽研究，研究代表者：山田洋子）に取り組んだ（21）．また，厚生労働科学研究費補助金「Competency
獲得に必要な教育の量に関する研究」の研究協力者として，統括保健師の役割機能の発揮に必要な経験・
教育について報告した（19）．平成28年度からは，新たに杉浦地域医療振興助成金を得て，「都市型住宅地
における集会所を拠点とした“健康交流”促進に関するアクションリサーチ —地域活動開始期のプロセ
スと効果—」（研究代表者：石丸美奈）（29）を開始し，加えて「自治体のミドルマネジャー保健師の役割
行動指針の作成と学習支援プログラムの構築，（基盤研究B，研究代表者：杉田由加里），そして，千葉大
学グローバルプロミネント研究基幹次世代研究インキュベータに採択された「超高齢社会における市民－
専門職連携型エンドオブライフケア教育研究拠点」（研究代表者：増島麻里子）の研究推進者の一員とし
て研究プロジェクトに取り組んでいる．
　鈴木は平成27年度に公益財団ちば県民保健予防財団より研究助成を受けて取り組んだ，「30歳代男性の
生活習慣病予防のための健康学習を促す支援方法の開発」を報告した（40）．飯野は，平成27年度より，
文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）を受け，「住民との共働による生活習慣病予防活動の支援指
標の開発」に取り組んでいる．
訪問看護学専門領域
〔原著〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
1. 春日広美＊，諏訪さゆり：日中独居介護者の家族への記述ケア―訪問看護ケアにおける新しいケア方
法―．千葉看会誌，21，2，25-34，2016，2．
 (ア) ＊2012年3月博士後期課程修了
2. 諏訪さゆり，辻村真由子，島村敦子，Helli Kitinoja，Jaakko Kontturi，得居みのり，犬山彩乃：フィ
ンランドとイギリスの地域における認知症高齢者と家族への服薬支援．千大看紀要，38，1-10，2016．
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
3. Shimamura A，Suwa S，Tsujimura M：Sensing kuuki among visiting nurses. International 
Journal of Nursing Practice，22，Suppl.1，31-37，2016. doi: 10.1111/ijn.12437.
4. Tsujimura M，Ishigaki K，Yamamoto-Mitani N，Fujita J，Katakura N，Ogata Y，Mochizuki Y，
Okamoto Y，Shinohara Y：Cultural Characteristics of nursing practice in Japan. International 
Journal of Nursing Practice，22，Suppl.1，56-64，2016. doi: 10.1111/ijn.12440.
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
5. 稲葉一人，諏訪さゆり（オーガナイザー）：市民公開講座　認知症ケアの倫理―認知症の人の立場に
たつということ―．日本生命臨学会ニューズレター　第27回日本生命倫理学会年次大会座長報告集，
59，5，2016，2．
6. Tsujimura M，Gondaira K，Kase C，Shimamura A，Kogure M，Anzai M，Inuyama A，Iwata N，
Kawano Y，Suzuki N，Tsuno S，Watanabe A，Yamazaki J，Suwa S：The implementation of 
visits to chronically ill patients by ward nurses and homecare nurses after hospital discharge: The 
significance of post-discharge visits to ward nurses. 19th EAFONS East Asian Forum of Nursing 
Scholars Abstract Book Oral Presentation，159-160，2016.
7. Yoshimoto T，Nagae H，Tsujimura M，Hosaka K：The role of learning supporters in a program 
to nurture new visiting nurses. 2016. 19th EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars 
Abstract Book Poster Presentation，214-215，2016.
8. Watanabe A，Suwa S：A case study on the bereavement process of elderly widows with 
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dementia. 2016. 19th EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars Abstract Book Poster 
Presentation，307-308，2016.
9. Yumoto A，Suwa S，Ueno M，Yamabe T，Sato M：Benefits and feasibility of care for moderate 
Alzheimer's disease patient experiencing difficulties in performance of daily living activities.  19th 
EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars Abstract Book Poster Presentation，337-338，
2016.
10. Ueno M，Suwa S，Yumoto A，Yamabe T，Sato M：Benefits and feasibility of care for severe 
Alzheimer's disease patients experiencing difficulties in performance of daily living activities. 19th 
EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars Abstract Book Poster Presentation，345-346，
2016.
11. Ito R，Amamiya Y，Tsujimura M，Shimamura A，Kamei Y，Yoshida C，Ishigaki K：The 
process causing moral distress experienced by care managers in Japan. 19th EAFONS East Asian 
Forum of Nursing Scholars Abstract Book Poster Presentation，463-464，2016.
12. Nogawa K，Suwa S，Tsujimura M，Shimamura A：Thoughts of family caregivers who continued 
assisting their elderly family member's oral intake at home until death. 19th EAFONS East Asian 
Forum of Nursing Scholars Abstract Book Poster Presentation，476-477，2016.
13. Suzuki T，Noji A，Kondo M，Mochizuki Y，Tsujimura M，Wakasugi A，Aihara A，Choi 
Heeseung：Measuring the cultural competence of Japanese nursing students using the Cultural 
Awareness Scale. 19th EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars Abstract Book Poster 
Presentation，478-479，2016.
14. Yoshida S，Yamamoto-Mitani N，Ikeda M，Murayama R，Kamibeppu K，Saito N，Yamahana R，
Tsujimura M，Takai Y，Takemura Y，Noguchi-Watanabe M：Developing a research protocol for 
case study: A collaboration between clinicians and researchers to create nursing practice 
knowledge out of clinical practice. 19th EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars Abstract 
Book Poster Presentation，984-985，2016.
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
15. 文化看護学会編集委員会企画（発表者：丸谷美紀，辻村真由子，岩﨑弥生，石垣和子，野口美和子）：
分科会2　文化的視点をもった研究について．文化看護学会第8回学術集会抄録集，13，2016．
16. 渡邊章子，諏訪さゆり：配偶者と死別した重度認知症高齢者の喪の過程. 文化看護学会第8回学術集会
抄録集，16，2016．
17. 辻村真由子，駒形朋子：アメリカで開発された看護教員育成チェックリストの日本での適用－日本の
大学に勤務するシニアの看護教員による評価－．文化看護学会第8回学術集会抄録集，18，2016．
18. 辻村真由子，諏訪さゆり，Helli Kitinoja，Jaakko Kontturi，藤田伸輔，島村敦子，湯本晶代，岩田
尚子：BPSDの薬物療法を実施している在宅認知症高齢者と家族への支援指針の妥当性検討－フィン
ランドの認知症の医療・ケアのエキスパートを対象としたインタビュー調査から－．日本認知症ケア
学会誌，15(1)，162，2016．
19. 渡邊章子，諏訪さゆり：配偶者と死別した認知症高齢者の喪の過程に関する研究．日本認知症ケア学
会誌，15(1)，280，2016．
20. 諏訪さゆり，湯本晶代，星芝由美子，上野まり，山辺智子，谷川良博，中村考一，武田純子，志谷洋
子，佐藤美穂子：軽度・中等度の認知機能低下を有する認知症者の生活障害に応じたケアの有益性と
困難性－FAST stage3・4のアルツハイマー型認知症に焦点を当てて－．日本認知症ケア学会誌，
15(1)，340，2016．
21. 湯本晶代，諏訪さゆり，星芝由美子，上野まり，山辺智子，谷川良博，中村考一，武田純子，志谷洋
子，佐藤美穂子：重度の認知機能低下を有する認知症者の生活障害に応じたケアの有益性と困難性－
FAST stage5-7のアルツハイマー型認知症に焦点を当てて－．日本認知症ケア学会誌，15(1)，341，
2016．
22. Noji A，Tsujimura M，Mochizuki Y，Suzuki T，Mizobe A，Sumitani D，Yanagibori R，Kanda 
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K，Fortier JP，Chrisman NJ: Community and hospital relationship for cultural appropriate health 
care services in Japanese hospitals，The 3rd KOREA-JAPAN Joint Conference on Community 
Health Nursing，Busan，Korea，2016.
23. 吉本照子，辻村真由子，長江弘子，保坂和子：新人訪問看護師育成を担う事業所内指導者向け研修プ
ログラムの開発．第18回日本在宅医学会大会 第21回日本在宅ケア学会学術集会 合同大会プログラ
ム・講演抄録集，397，2016．
24. 湯本晶代，諏訪さゆり：レビー小体型認知症在宅療養者とその家族が経験する日常生活上の困難．日
本老年看護学会第21回学術集会抄録集，155，2016．
25. 山本則子，池田真理，野口麻衣子，岩戸さゆき，辻村真由子，吉岡大晶，柄澤清美，吉田滋子，上別
府圭子：家族看護実践の事例研究を考える：「日本の現場発看護学」の開発を目指す実践者と研究者
の協働モデル（ワークショップ）．日本家族看護学会第23回学術集会プログラム・講演集，62，2016．
26. 湯浅美千代，諏訪さゆり，辻村真由子，島村敦子，島田広美，杉山智子：認知症看護認定看護師教育
課程における実習に伴う学習者の困難とその支援．千葉看第22回学術集会講演集，42，2016．
27. 菊池奈々美，諏訪さゆり，辻村真由子，能川琴子：訪問看護活動における保温不織布による清拭の有
用性―訪問看護ステーションでの活用を通して―．千葉看第22回学術集会講演集，46，2016．
28. 島村敦子，辻村真由子，諏訪さゆり，河野由紀，木暮みどり，鈴木のり子，権平くみ子，岩田尚子，
犬山彩乃：受け持ち病棟看護師との退院後同行訪問を行った訪問看護師の体験．千葉看第22回学術集
会講演集，47，2016．
29. 吉本照子，辻村真由子，雑賀倫子，深田美香，大草智子，森下安子，森下幸子，野村陽子，長江弘
子：行政・実践者・大学の連携による訪問看護師の質的・量的確保のしくみづくり：千葉・鳥取・高
知県の事例から（交流集会）．第36回日看科会学術集会講演集，K36，2016．
30. 辻村真由子，吉本照子，長江弘子：新人訪問看護師育成を担う事業所内指導者向け研修プログラムの
開発と評価．第36回日看科会学術集会講演集，O33-5，2016．
31. 佐藤愛，諏訪さゆり：成長発達の途中で発症した遺伝性疾患により医療的ケアを必要とする子どもを
養育する母親の経験．第36回日看科会学術集会講演集，PB-19-27，2016．
32. 湯浅美千代，島田広美，杉山智子，諏訪さゆり，辻村真由子，島村敦子：認知症看護認定看護師教育
における実習での学習支援ニーズ－学習経験者の意見から－．第36回日看科会学術集会講演集，
PC11-7，2016．
〔報告書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
33. 諏訪さゆり，その他「認知症の医療介護連携，情報共有ツールの開発に関する調査研究会」委員・作
業部会委員・オブザーバー・事務局37名：平成27年度 老人保健事業推進費等補助金 老人保健健康増
進等事業，認知症の医療介護連携，情報共有ツールの開発に関する調査研究事業報告書．国立研究開
発法人 国立長寿医療研究センター，2016．
34. 諏訪さゆり，得居みのり，その他「認知症の人の行動・心理症状（BPSD）や身体合併症対応など循
環型の医療・介護等の提供のあり方に関する研究会」構成員・作業部会1（認知症専門医療）構成員
25名：医療・介護の有機的な連携のために認知症の専門医療に期待される役割に関する手引き．平成
27年度 老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業報告書，2016．
35. 諏訪さゆり，その他「認知症の人の行動・心理症状（BPSD）や身体合併症対応など循環型の医療・
介護等の提供のあり方に関する研究会」構成員・作業部会2（身体合併症）構成員30名：一般医療機
関における認知症対応のための院内体制整備の手引き．平成27年度 老人保健事業推進費等補助金 老
人保健健康増進等事業報告書，2016．
36. 諏訪さゆり，その他「認知症の人の行動・心理症状（BPSD）や身体合併症対応など循環型の医療・
介護等の提供のあり方に関する研究会」構成員・参考人・オブザーバー23名：認知症の人の行動・心
理症状や身体合併症対応など循環型の医療介護等の提供のあり方に関する調査研究事業．平成27年度 
老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業報告書，株式会社富士通総研，2016．
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＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
37. 渡邊章子，諏訪さゆり：認知症高齢者がたどる配偶者との死別悲嘆過程に関する研究．第51回（2015
年度） 明治安田こころの健康財団助成論文集，160-168，2015．
〔単行書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
38. 諏訪さゆり：第3章 長期療養施設・在宅の看護　4節 在宅．ナーシング・グラフィカ老年看護学①高
齢者の健康と障害．第5版，株式会社メディカ出版，130-137，2016．
39. 諏訪さゆり：第1章 高齢者の生活を支える看護　4節 活動と休息を支える看護－6睡眠．ナーシング・
グラフィカ老年看護学②高齢者看護の実践．第4版，株式会社メディカ出版，100-107，2016．
40. 諏訪さゆり：第2章 認知症・うつ病・せん妄の看護　1節 認知症．ナーシング・グラフィカ老年看護
学②高齢者看護の実践．第4版，株式会社メディカ出版，202-229，2016．
41. 酒井郁子総監修，辻村真由子監修：見て知るリハビリテーション看護 第5巻　排泄機能障害のリハビ
リテーション看護（DVD）．丸善出版映像メディア部，2016．
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
42. 一般社団法人認知症ケア学会　認知症ケア用語辞典編纂委員会（岡田進一，足立啓，今井幸充，長田
久雄，加藤伸司，繁田雅弘，白澤政和，諏訪さゆり，武田徳則，堀内ふき，森一彦）（編），認知症ケ
ア用語辞典．第1版，ワールドプランニング，2016．
43. 一般社団法人日本認知症ケア学会　認知症ケア関連テキスト開発委員会（長田久雄，諏訪さゆり，岡
田進一，神部智司，田中美保子，谷川良博，中澤純一，本間昭，松浦美代子，湯浅美千代）（編），認
知症ケア標準テキスト　改訂4版・認知症ケアの基礎．第4版，ワールドプランニング，2016．
44. 一般社団法人日本認知症ケア学会　認知症ケア関連テキスト開発委員会（長田久雄，諏訪さゆり，岡
田進一，神部智司，田中美保子，谷川良博，中澤純一，本間昭，松浦美代子，湯浅美千代）（編），認
知症ケア標準テキスト　改訂5版・認知症ケアにおける社会資源．第5版，ワールドプランニング，
2016．
45. 一般社団法人日本認知症ケア学会　認知症ケア関連テキスト開発委員会（長田久雄，諏訪さゆり，岡
田進一，神部智司，田中美保子，谷川良博，中澤純一，本間昭，松浦美代子，湯浅美千代）（編），認
知症ケア標準テキスト　改訂4版・認知症ケアの実際Ⅰ：総論．第4版，ワールドプランニング，2016．
46. 一般社団法人日本認知症ケア学会　認知症ケア関連テキスト開発委員会（長田久雄，諏訪さゆり，岡
田進一，神部智司，田中美保子，谷川良博，中澤純一，本間昭，松浦美代子，湯浅美千代）（編），認
知症ケア標準テキスト　改訂5版・認知症ケアの実際Ⅱ：各論．第5版，ワールドプランニング，2016．
47. 辻村真由子：尿道炎．一般社団法人認知症ケア学会　認知症ケア用語辞典編纂委員会（編），認知症
ケア用語辞典．第1版，ワールドプランニング，246，2016．
48. 辻村真由子：尿毒症．一般社団法人認知症ケア学会　認知症ケア用語辞典編纂委員会（編），認知症
ケア用語辞典．第1版，ワールドプランニング，246，2016．
49. 辻村真由子：尿閉．一般社団法人認知症ケア学会　認知症ケア用語辞典編纂委員会（編），認知症ケ
ア用語辞典．第1版，ワールドプランニング，246-247，2016．
50. 辻村真由子：尿路感染症．一般社団法人認知症ケア学会　認知症ケア用語辞典編纂委員会（編），認
知症ケア用語辞典．第1版，ワールドプランニング，247，2016．
51. 辻村真由子：尿路結石．一般社団法人認知症ケア学会　認知症ケア用語辞典編纂委員会（編），認知
症ケア用語辞典．第1版，ワールドプランニング，247，2016．
52. 辻村真由子：認知症看護認定看護師．一般社団法人認知症ケア学会　認知症ケア用語辞典編纂委員会
（編），認知症ケア用語辞典．第1版，ワールドプランニング，248，2016．
53. 辻村真由子：熱傷．一般社団法人認知症ケア学会　認知症ケア用語辞典編纂委員会（編），認知症ケ
ア用語辞典．第1版，ワールドプランニング，255，2016．
54. 辻村真由子：熱中症．一般社団法人認知症ケア学会　認知症ケア用語辞典編纂委員会（編），認知症
ケア用語辞典．第1版，ワールドプランニング，255，2016．
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〔総説・単報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
55. 野地有子，野﨑章子，飯田貴映子，辻村真由子，小川俊子，岩﨑弥生，舘祥平：アジア3か国におけ
る看護大学および関連施設の訪問から－部局間協定および学術・学生交流の実施にむけて－．千大看
紀要，38，63-67，2016．
56. 藤田淳子，福井小紀子，乙黒千鶴，池崎澄江，辻村真由子：“顔の見える関係”ができたあとの多職
種連携とは?　連携力の評価の視点（第3回）多職種連携における職種別の特徴　連携評価とリーダー
シップ．訪問看護と介護，21(1)，62-67，2016．
57. 池崎澄江，福井小紀子，乙黒千鶴，藤田淳子，辻村真由子：“顔の見える関係”ができたあとの多職
種連携とは?　連携力の評価の視点（第4回）遺族から見た多職種連携評価．訪問看護と介護，21(2)，
148-152，2016．
58. 辻村真由子，福井小紀子，藤田淳子，池崎澄江，乙黒千鶴：“顔の見える関係”ができたあとの多職
種連携とは?　連携力の評価の視点（第5回）（最終回）各職種と遺族による自由回答から見えてきた
連携のポイント．訪問看護と介護，21(3)，224-228，2016．
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
59. 諏訪さゆり：巻頭言　あらためて認知症ケアの倫理を考える．老年看護学，20(2)，3-4，2016.
60. 諏訪さゆり：Ⅱ．それぞれの場でのケア 認知症の人の在宅生活の継続を支える―生活障害を中心に
―．臨床精神医学，45(5)，2016．
61. 辻村真由子：【現場から発信しよう！　実践報告のイロハ】 実践報告の意義と方法　事例報告に焦点
を当てて．コミュニティケア，18(4)，50-56，2016．
62. 諏訪さゆり：特集1 病棟で認知症ケアに取り組もう！　特集にあたって（企画編集）．循環器ナーシ
ング，6(12)，2-3，2016．
63. 諏訪さゆり：特集1 病棟で認知症ケアに取り組もう！　認知症ケアの実践に必要な知識．循環器ナー
シング，6(12)，4-13，2016．
64. 辻村真由子，諏訪さゆり，石丸美奈，兪文偉：一人暮らし高齢者の在宅療養生活を支える訪問看護実
践と家族支援方法の探究－学際研究への発展－．地域ケアリング，18(10)，67-70，2016.
65. 辻村真由子：【よい論文とは？　おもしろい論文とは？】「他者との対話」がよい論文，おもしろい論
文を創る．看護研究，49(6)，483-486，2016
66. 湯浅美千代，島田広美，杉山智子，諏訪さゆり，辻村真由子：認知症看護認定看護師教育課程におけ
る学習経験　実習での学習経験に焦点をあてて．医療看護研究，13(1)，50-51，2016．
67. Yu W，Suwa S，Tsujimura M，Ishimaru M，Ide H:‘Future Healthcare: Connected Health and 
Ageing Society in Japan’，ISCA(International Strategic Cooperation Award) Japan Research 
Seminar and Workshop，17-22，November 2016，University College Dublin Quinn School of 
Business（招聘講演）．
〔研究状況〕
　訪問看護学領域では，地域で生活する高齢者や認知症を有する在宅療養者に焦点を当て研究を行ってい
る．今年度は，フィンランドおよびアイルランドにおいて，認知症の生活障害へのケアと一人暮らし高齢
者の家族支援に関するインタビュー調査を実施した．また，「実務経験者を対象とした認知症高齢者看護
の学習・教育方法論の構築」（平成26年度～28年度科学研究費助成事業（挑戦的萌芽），研究代表者：湯浅
美千代）に諏訪は研究分担者，辻村と島村は連携研究者として取り組んだ．さらに，平成28年度千葉大学
学内研究推進事業 リーディング研究候補課題「在宅ケアサポートロボットの開発プラットフォームの構
築及び国際研究拠点の形成」にも諏訪と辻村は参画し，千葉大学フロンティア医工学センターの兪文偉教
授（ロボット工学）の研究室との共同ゼミを実施するとともに，Research Assistantの島村敦子とともに
「在宅介護ロボットの機能の明確化と実現可能性の検討」に関する調査研究に取り組んでいる．諏訪と辻
村は，アイルランド国立大学ダブリン校で開催されたISCA（International Strategic Cooperation 
Award） Japan Research Seminar and Workshopに兪教授らとともに招聘され，高齢者ケアと在宅介護ロ
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ボットに関する講演発表およびワークショップを行った．
　諏訪は，研究代表者として「BPSDの薬物療法を実施している在宅認知症高齢者と家族のための支援指
針の開発」（平成25～28年度科学研究費助成事業（基盤研究（B）），および「生活障害のケアの体系化と
認知症高齢者の病みの軌跡の解明」（平成28～30年度科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究）に研究代表
者として取り組んでいる．さらに，日本臨床倫理学会において，「認知症の人を対象とした研究倫理ガイ
ドライン作成ワーキンググループ」の構成員として参画している．
　辻村は，研究代表者として，平成28年度から「訪問看護師による一人暮らし高齢者の家族支援指針の開
発」（平成28～30年度科学研究費助成事業（基盤研究（C））を開始した．また，研究分担者として，「新
人訪問看護師の実践力向上に向けた自己決定的学習を促す学習支援ツールの開発と検証」（平成26～29年
度科学研究費助成事業（基盤研究（B），研究代表者：吉本照子），「『日本の現場発看護学』の構築を目指
した事例研究方法の開発」（平成26～28年度科学研究費助成事業（挑戦的萌芽），研究代表者：山本則子）
等に参画している．平成28年度千葉大学グローバルプロミネント研究次世代研究インキュベーター「超高
齢社会における市民－専門職連携型エンドオブライフケア教育研究拠点」（推進責任者：増島麻里子）の
中核推進者メンバーとしても活動した．
　能川は，平成27年度科学研究費助成事業（研究活動スタート支援）を受け，「経口摂取を望む終末期高
齢者・家族を支援する訪問看護師の価値観と看護実践の変容過程」の研究代表者として取り組んだ．
理論看護学専門領域
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
1. Shinsuke Hashiuchi，Shu Chun Chien：The power of patients in weaning process. 19th East Asian 
Forum of Nursing Scholars Oral and Poster Abstract Books，840， 2016．
2. Chika Matsuda，Shu Chun Chien：The relation between application of Scientific Nursing Theory 
and nursing practice in nursing students. 19th East Asian Forum of Nursing Scholars Oral and 
Poster Abstract Books，687，2016．
3. 阿部由喜湖，長坂育代，増島麻里子：再発と診断されたがん患者の情報に関する体験．日本がん看護
学会誌，30（suppl），156，2016．
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
4. 錢淑君，松本毅，和住淑子，前田隆，片桐智子，永田亜希子，河部房子：看護学生の「生活特徴と自
覚症状の関係」に焦点をあてた生活改善プロトコ－ルの開発に向けた基礎研究．第36回日本看護科学
学会学術集会　プログラム集，121，2016．
5. 片桐智子，和住淑子，錢淑君，河部房子，山岸仁美，新田なつ子，寺島久美，戸田肇，宮里智子，高
橋幸子，丸山香織，前田隆：学生の実践事例から統合実習における看護実践能力と評価基準を考える
－統合実習評価基準構築に向けて－．第36回日本看護科学学会学術集会　プログラム集，K52，2016．
6. 中尾明子，中村友紀：看護領域における医療事故報告の動向．第36回日本看護科学学会学術集会　プ
ログラム集，37，2016．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
7. 山本利江，野﨑章子，杉田由加里，中山登志子，小宮山政敏：平成27年度千葉大学看護学部公開講座
「看護とエビデンス」．千大看紀要，38，81-82，2016．
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
8. 橋内伸介，金井友佳，松田知佳，小坂直子，山本利江，永田亜希子，阿部由喜湖，馬場由美子，平舘
卓弥＊，田村富美子：シンポジウム5　クリティカルケア領域における人工呼吸器離脱過程に関する
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研究－生命力の概念枠組みに基づく離脱困難患者への実践の分析－．第3回日本呼吸療法医学会学術
集会，199，2016．
 ＊2016年3月まで本研究科教員
9. 橋内伸介，金井友佳：クリティカルケア領域における人工呼吸器離脱過程に関する研究－生命力の概
念枠組みに基づく離脱困難患者への実践の分析－．ナイチンゲール研究学会第37回研究懇談会，2016．
10. 松田知佳，金井友佳：ナイチンゲール看護論の実践時の活用．ナイチンゲール研究学会第37回研究懇
談会，2016．
11. 和住淑子，山本利江，斉藤しのぶ：F.Nightingaleの業績を現代に活かすためのʻ類比ʼの方法論．
ナイチンゲール研究学会第37回研究懇談会，2016．
〔研究状況〕
　本教育研究分野では，理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追及し，その継承・発展
を目指した教育・研究活動を行っている．
　山本は，代表者として，科学研究費補助金を受けた「高度先進医療施設における東洋医学系統の診療科
における外来看護の構築」に取り組んでいる．また，研究分担者として，「看護基礎教育課程における統
合実習の評価基準構築に向けた実践事例集の作成」の一環として，学生の実践事例から統合実習における
看護実践能力と評価基準を考える－統合実習評価基準構築に向けて－（5），「看護学生の『生活パターン
と自覚症状の関係チャート』及び生活改善プロトコールの開発」の一環として，看護学生の「生活特徴と
自覚症状の関係」に焦点をあてた生活改善プロトコ－ルの開発に向けた基礎研究（4）を発表した．また，
看護学部公開講座「看護とエビデンス」（7）のほか，「看護職の生涯にわたるキャリア発達を支援する体
系的研修プログラムの構築」，「看護実践能力の向上に向けた看護学生版リフレクション・フレームワーク
の開発」，「病院外来における患者・市民・実践者・研究者の新たなニーズや期待，役割発揮の可能性」，
「F．Nightingaleの業績を現代に活かすための‘類比’の方法論に関する研究」（11），にも継続して取り組ん
でいる．
　永田は，代表者として，科学研究費補助金を受けた「看護師を対象とした「動養プログラム」開発」に
取り組んでいる．また，研究協力者として「看護学生の「生活パターンと自覚症状の関係チャート」及び
生活改善プロトコールの開発」の一環として，看護学生の「生活特徴と自覚症状の関係」に焦点をあてた
生活改善プロトコ－ルの開発に向けた基礎研究（4）を発表した． 
　阿部は，「再発と診断されたがん患者の情報に関する体験」（3）を発表し，松田は，「ナイチンゲール看
護論の実践時の活用」（10）「看護学生の看護理論の活用と看護実践との関係について」（2）を発表した．
　そのほか，クリティカルケア領域における人工呼吸器離脱過程に関する研究（1）（8）（9）や，看護領
域における医療事故報告の動向（6）などを明らかにした．
看護教育学専門領域
〔原著〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
1. 鹿島嘉佐音，舟島なをみ，中山登志子：看護師が知覚する「働きやすさ」を決定づける基準の解明－
病院に就業するスタッフ看護師に焦点を当てて－．看護教育学研究，25(1)，7－20，2016．
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
2. Kanaya E，Funashima N，Mochizuki M：Problems Encountered by Graduate Nursing Students 
in the Process of Conducting a Master’s Thesis．19th East Asian Forum of Nursing Scholars，104-
105，2016．
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＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
3. Kameoka T，Funashima N，Yokoyama K：Trends in Japanese Studies on Research Utilization in 
Nursing Practice．22nd Qualitative Health Research Conference，British Columbia，Canada，
2016．
4. 宮芝智子，舟島なをみ：看護学の講義における教授活動の質に関する教員の特性．日本看護学教育学
会第26回学術集会講演集，150，2016．
5. 定廣和香子，舟島なをみ：「実習安全のための教授活動自己評価尺度－看護学教員用－」の開発－信
頼性・妥当性の検証－．日本看護教育学学会第26回学術集会講演集，10－11，2016．
6. 山品晴美：看護チームにおける看護師間相互行為パターンの解明－病棟の勤務帯リーダーとメンバー
二者間に着眼して－．日本看護教育学学会第26回学術集会講演集，14－15，2016．
7. 伊勢根尚美：看護学実習指導に携わる看護師の行動の概念化－病院をフィールドとする実習に焦点を
当てて－．日本看護教育学学会第26回学術集会講演集，16－17，2016．
8. 植田満美子＊：潜在看護師の経験の解明－再就職できた看護職者に焦点を当てて－．日本看護教育学
学会第26回学術集会講演集，8－9，2016．
9. 鈴木美和，舟島なをみ，伊勢根尚美：学生の医療事故防止に向けた実習指導者による対策と実践の解
明．第36回日看科会学術集会，東京，2016．
10. 上國料美香，舟島なをみ，鹿島嘉佐音：看護師長が講じている医療事故防止対策に関する研究．第36
回日看科会学術集会，東京，2016．
11. 中山登志子，舟島なをみ，鹿島嘉佐音：助産師が講じている医療事故防止対策の解明．第36回日看科
会学術集会，東京，2016．
12. 宮芝智子，舟島なをみ：看護学の講義における教授活動の質と教員特性の関連．第36回日看科会学術
集会，東京，2016．
13. 山下暢子，中山登志子：青年期学生と成人期学生の実習中に「直面しやすい問題」の比較－効果的な
実習指導の展開に向けて－．第36回日看科会学術集会，東京，2016．
 ＊2016年3月博士前期課程修了
〔報告書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
14. 千葉大学大学院看護学研究科看護教育学教育研究分野研究推進コース編：看護教育学の構築と発展－
その活動の軌跡－．第8号，2016．
〔単行書〕
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
15. 杉森みど里，舟島なをみ：看護教育学．第6版，医学書院，2016．
〔研究状況〕
　看護教育学専門領域は，看護基礎教育，看護卒後教育，看護継続教育の３領域にわたり研究活動を展開
し，その成果を公表した．
【看護基礎教育】
　看護基礎教育の質向上に向け，看護学の講義における教授活動の質と教員特性の関係を明らかにした
（4，12）．また，効果的な実習指導に向け，背景の異なる学生を理解するために，実習中に学生が直面し
やすい問題の発達段階の相違による特徴を解明した（13）．さらに，教員とともに指導に携わる看護師に
着目し，その行動を表す概念を創出し,看護師が実習指導の際の指標とすることを可能にした（7）．加えて，
実習中の医療事故防止に向け，教員が教授活動の自己評価に活用可能な「実習安全のための教授活動自己
評価尺度―看護学教員用―」を開発し（5），実習中の患者と学生の安全を確保するための教授活動の質向
上を目ざした．
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【看護卒後教育】
　看護系大学院博士前期課程に在籍する学生が修士論文作成過程に直面する問題を解明し（2），学生が自
身の状況の客観的な理解に基づき論文完成に向かうための一助とした．
　また，看護教育学専門領域は，2008年4月より，看護教育学を専攻した博士後期課程修了生を対象に
「研究推進コース」を開講し，活動を継続している．これは，ポスト・ドクトラル・コースとして機能す
るとともに，看護卒後教育の質向上に向け研究指導能力の向上をめざす活動であり，2015年度の活動の成
果を報告書としてまとめた（14）．
【看護継続教育】
　2015年度より助成を受けている学術研究助成基金助成金「医療事故防止のための『看護職包括型患者安
全教育推進システム』の開発」（基盤研究(B)）（研究代表者：舟島なをみ，研究分担者：中山登志子他）
の成果として，助産師，実習指導者，看護師長各々が講じている医療事故防止対策を解明する（9，10，
11）とともに，プリセプターによる医療事故防止対策解明に向け，収集したデータの分析を進めた．
　また，同様に2015年度より助成を受けている「看護師の研究成果活用力向上を支援する問題克服型教育
プログラム開発－EBNの推進－」（基盤研究(B)）（研究代表者：亀岡智美，研究分担者：舟島なをみ，中
山登志子他）の成果として，日本における研究成果活用に関する研究の動向（3）を国際学会で発表する
とともに，臨床看護師の研究成果活用力向上に関わる学習・教育・職場環境に関するデータを収集し，分
析を進めた．
　さらに，看護師がチームの一員として展開する相互行為の理解に向け看護師間の相互行為パターンを解
明した（6）．加えて，看護師が働きやすい職場を自ら創造することを意図し，看護師が働きやすさを決定
づける基準を解明した（1）．
　一方，看護教育学は，看護学生を含む看護職者個々人の発達の支援を通し，質の高い看護の提供を目ざ
す．今年度，支援対象として初めて，免許を有する未就業の看護職者いわゆる潜在看護師に焦点を当て，
看護継続教育における潜在看護師の再就職支援に向けた示唆を得ることを目的に，潜在看護師の経験を解
明した（8）．
【その他】
　著書「看護教育学」は，1988年に初版が上梓され，保健師助産師看護師学校養成所指定規則や保健師助
産師看護師法等の改正に伴う内容変更により改編を重ね，2011年には第5版，2014年に第5版増補版を発行
した．その後，2015年，看護師等養成所の指定・監督権限の厚生労働大臣から都道府県知事への委譲に伴
う看護師養成所の運営に関する指導ガイドライン制定等の法規や制度の変更内容を反映し，「看護教育学
第6版」を発行した（15）．
災害看護学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
1. 天野敏江，春日ちえ，畠山美恵，高橋信子，小松尚也，岩﨑弥生：精神科病院で実施する訪問看護の
効果：GAFにより2群に分けての分析．精神科看護，43(2)，48-56，2016
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
2. 中戸川早苗，眞嶋朋子，岩﨑弥生：統合失調症をもつ人の就労と生活との調和の構築過程．千葉看護
学会誌，22(1)，1-11，2016
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
3. Mashino S，Konishi M，Sasaki Y，Miura H，Imazu Y，Okawa N，Uryu H，Usui I.： 
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Development of a remote simulation training system for nurses responding to disaster. UNISDR 
Science and Technology Conference on the Implementation of Sendai Framework for Disaster 
Risk Reduction，2015-2030，Geneva，2016.
4. Maharjan S. & Iwasaki Y. (2016). Family roles in mental health care of Nepal. 19th EAFONS 
Abstract Book Poster Presentation，75-76，2016.
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
5. Warsini S，Noviana U，Ito T，Iwasaki Y：Current Situation and Recovery Factors of Relocated 
Mt. Merapi’s Survivors. The 4th International Conference of World Society of Disaster Nursing，
Jakarta，2016.
6. Nakajima M，Takahashi K，Iwasaki Y，Ito T：The difficulties and needs which elderly survivors 
experience in the sub-acute phase after the 2016 Kumamoto Earthquake. The 4th International 
Conference of World Society of Disaster Nursing，Jakarta，2016.
7. Ito T，Tsukada Y，Suzuki S：Briefing for the disaster relief at the Kumamoto earthquake 2016 in 
Chiba University. The 4th International Conference of World Society of Disaster Nursing，Jakarta，
2016.
8. Noji A，Tsujimura M，Mochizuki Y，Suzuki T，Mizobe A，Sumitani D，et al.：Community and 
Hospital Relationship for Cultural Appropriate Health Care Services in Japanese Hospitals. The 3rd 
KOREA-JAPAN Joint Conference on Community Health Nursing，Busan Bexco，South Korea，
2016.
9. 中島麻紀，伊藤尚子：インドネシアの貧困層の学校における健康支援活動. 国際看護研究会第19回学
術集会，11，2016.
10. 望月由紀：方法としての人間の安全保障. 2016年度日本法哲学会学術大会，10，2016.
〔単行書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
11. 岩﨑弥生，渡邉博幸（編・著）：精神看護学②精神障害をもつ人の看護．メヂカルフレンド社，2016．
12. 岩﨑弥生，伊藤尚子：災害時の精神保健：災害時地域精神保健医療活動と心のケア．岩﨑弥生/渡邉
博幸（編），精神看護学②精神障害を持つ人の看護（第4版），メヂカルフレンド社，487-508，2016．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
13. 望月由紀，野地有子，パクビライ・スリサング，長谷川みゆき：タイ王国東北部地域の病院看護部か
ら見た病院と看護の国際化対応の現状調査～３病院への聞き取りから～．千葉大学大学院紀要，38，
69-74. 2016
14. 望月由紀：文化的観点から看護研究を行うこと～Journal of Nursing and Human Sciences掲載論文
による文化看護学研究の発展について．文化看護学会誌，8，35-39. 2016
病院看護看護システム管理学領域
〔原著論文〕
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
1. 倉岡有美子，井部俊子，佐々木菜名代，笠松由佳，澤邉綾子，武村雪絵，吉田千文，手島恵：コンピ
テンシーを基盤とした看護管理者研修プログラムの開発と評価(第一報)．日本看護管理学会誌，20(1)，
26－37，2016．
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〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
2. Masujima M，Iida K：The current situation of palliative care /end-of-life care in Japan and the 
future prospects of nursing education．The Second Asian Congress in Nursing Education，Tainan，
2016．
3. Sakai I，Iida K：Plenary session 1．Development and future expectations of interprofessional 
education in Japan．The 19th East Asia Forum of Nursing Scholars Abstract book，13，2016．
4. Iida K：The roles of nurses and care workers in long-term care facilities in Japan： Review of the 
literature．The 19th East Asia Forum of Nursing Scholars Abstract book，83，2016．
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
5. 川本利恵子，手島恵，本家淳子，任和子：看護基礎教育における「看護業務基準」活用の可能性につ
いて．日本看護学教育学会 学術集会講演集，26，126，2016．
6. 手島恵，吉田千文，志田京子，勝山貴美子，飯田貴映子：インフォメーション・エクスチェンジ3　
中小規模病院の看護管理能力支援モデルの開発．第20回日本看護管理学会学術集会抄録集，192，
2016．
7. 手島恵：シンポジウム これからの看護管理者育成を考える－学び続ける看護師．第70回国立病院総
合医学会，宜野湾市，2016．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
8. 手島　恵，井伊久美子：「日本看護サミット2015」少子超高齢社会における看護政策　看護労働政策
に関する検証と提言　質の高い看護を提供するために，看護政策は何をしたのか．看護，68(4)，15－
38，2016．
9. 野地有子，野崎章子，飯田貴映子，辻村真由子，小川俊子，岩崎弥生，舘祥平，千葉大学大学院看護
学研究科学術・国際活動委員会：アジア3か国における看護大学および関連施設の訪問から　部局間
協定および学術・学生交流の実施にむけて．千大学看紀要，38，63－67，2016．
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
10. 手島恵，市瀬博基：【ポジティブ・マネジメント　いきいき働く職場づくり】 ポジティブ・マネジメ
ントの理論とプロセス．病院，75(5)，338－343，2016．
11. 川本利恵子，渋谷美香，手島恵，門間典子：【看護師のクリニカルラダー(日本看護協会版)　少子超高
齢社会に対応する看護実践能力を高めるために】 看護師のクリニカルラダー(日本看護協会版)を受け
て．看護管理，26(8)，712－719，2016．
12. 手島恵，上田順子，松本佐知子：座談会 「看護業務基準」と今後の看護実践 (特集 日本看護協会重点
政策・重点事業関連企画 多様化する現場の拠りどころに 看護業務基準(2016年改訂版))．日本看護協
会機関誌，68(12)，40－45，2016．
13. 鶴田惠子，酒井美絵子，任和子，上泉和子，井部俊子，小池智子，前田樹海，手島恵，川村佐和子，
佐藤エキ子，吉田千文：第20回日本看護管理学会学術集会 学会20周年特別企画 日本看護管理学会20
年の歩みとこれから．日本看護管理学会誌20(2)，126－134，2016．
〔報告書〕
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
14. 手島恵，吉田千文，志田京子，勝山貴美子，飯田貴映子，神野正博：厚労科学研究費補助金　地域医
療基盤開発推進研究事業　アウトリーチ(訪問)型看護管理能力支援モデルの開発に関する研究．平成
27年度総括研究年度終了報告書．
15. 手島恵，吉田千文，志田京子，勝山貴美子，飯田貴映子，神野正博：厚労科学研究費補助金　地域医
療基盤開発推進研究事業　アウトリーチ(訪問)型看護管理能力支援モデルの開発に関する研究．平成
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26－27年度総合研究報告書．
〔研究状況〕
　手島は，最終年度となる「グローバル時代に高度看護実践を支える看護管理教育のありかた」（科学研
究費補助金基盤(C) 代表者：手島恵）について継続して調査を実施するとともに，平成26 ‐ 27年度「ア
ウトリーチ（訪問）型看護管理能力支援モデルの開発」からの発展として新規課題「アウトリーチ（訪
問）型看護管理能力支援モデルの検証」（厚生労働科学研究費補助金　地域医療基盤開発推進研究事業　
代表者：手島恵）を開始し，千葉県，秋田県，熊本県における調査と看護管理者への支援を実施し，その
結果を取りまとめている。
　飯田は，二年目となる「高齢者ケア施設における看護職の入職・定着・離職に関連する要因の概念化」
（科学研究費助成事業 若手研究(B) 代表者：飯田貴映子）に取り組むとともに，千葉大学看護学研究科，
韓国，タイ王国の研究者とともに，「高齢者施設におけるエンドオブライフケアコンピテンシー：日韓泰
国際比較研究」（ファイザーヘルスリサーチ振興財団第25回平成28年度研究助成(国際共同研究)）に着手
している．
地域看護システム管理学領域
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
1. 鈴木ゆかり，杉田由加里：保育所等に通う児の発達に関する保護者の認識と保育者の支援ニーズの実
態．第4回日本公衆衛生看護学会講演集，204，2016．
2. 岩本真弓，杉田由加里：子どもが心配チェックシートの有用性と課題．第4回日本公衆衛生看護学会
講演集，239，2016．
3. Rie Iino，Misako Miyazaki，Mina Ishimaru，Reiko Tokita，Yukari Sugita，Seiko Iwase，yuko 
Tutiya，Noriko Sato，Tiyuki Kurisu：A Delphi method-based examination of community health 
nursing skill useful for the maintenance and development of prevention activities．19th EAFONS 
East Asian Forum of Nursing Scholars in Chiba,Japan，2016．
4. Yukari Sugita，Mina Ishimaru，Mai Ishikawa，Mitsuko Matsushita，Narumi Ide， Yasuko 
Ogata：Promoting continuous practice research among public health nurses in public health 
organizations in Japan．19th EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars in Chiba,Japan，
2016．
5. Kiyoko Nohmi，Teruko Yoshimoto，Yukari Sugita：Development of role behavior indicators to 
support ward nurse managers in setting personal objectives for proficient nurses that coincide 
with ward objectives．19th EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars in Chiba,Japan，2016．
6. Teruko Yoshimoto，Hiroko Nagae，Mayuko Tsujimura：The role of learning supporters in a 
program to nurture new visiting nurses. 19th EAFONS East Asian Forum of Nursing Scholars in 
Chiba,Japan，2016．
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
7. 吉本照子，辻村真由子，長江弘子，保坂和子：新人訪問看護師育成を担う事業所内指導者向け研修プ
ログラムの開発．第18回日本在宅医学会大会・第21回日本在宅ケア学会学術集会合同大会プログラ
ム・講演抄録集，397，2016．
8. Yukari Sugita，Narumi Ide，Mai Ishikawa：Survey about the actual condition of health guidance 
after health check-ups for citizens over 75 years old in Japan．The 3rd KOREA－JAPAN Joint 
Conference on Community Health Nursing，Busan Bexco，South Korea，2016．
9. Mina Ishimaru，Rie Iino，Reiko Tokita，Misako Miyazaki，Yukari Sugita，Tomoko Ando，Yuko 
Amamiya，Noriko Sato，Yumiko Okada，Akiko Suzuki，Miwa Suzuki，Shizuka Harada，
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Shinobu Sakurai，Hiromi Fuji，Shoko Tsuruoka：Using faculty self-reflection to construct a 
research support model for public health nurses. The 3rd KOREA－JAPAN Joint Conference on 
Community Health Nursing，Busan Bexco，South Korea，2016．
10. 清水みどり，吉本照子，杉田由加里：重度の摂食・嚥下障害を有する特養入所者の経口摂取に向けた
看護職の役割行動　看護－介護連携に着目して．日本老年看護学会第21回学術集会抄録集，190，
2016．
11. 杉原幸子，杉田由加里，吉本照子：A急性期総合病院の秒長看護師による退院支援の必要な患者をス
クリーニングするしくみの再構築．第20回日本看護管理学会学術集会抄録集，263，2016．
12. 能見清子，吉本照子，杉田由加里：自治体立急性期病院における中堅看護師の専門職組織人としての
目標設定に向けた病棟看護管理者の支援行動．第20回日本看護管理学会学術集会抄録集，306，2016．
13. 吉野尚一，吉本照子，杉田由加里：特定機能病院における総合診療科外来看護師の役割行動を創出す
るしくみづくり．第20回日本看護管理学会学術集会抄録集，327，2016．
14. 杉田由加里，津下一代：特定健診・保健指導事業の充実に向けた研修の企画・運営に必要な条件．日
本地域看護学会第19回学術集会講演集，125，2016．
15. 柳澤尚代，清水洋子，菅原京子，吉本照子：保健師活動の記録における「収集した情報」の特性と課
題．第75回日本公衆衛生学会総会抄録集，607，2016．
16. 杉田由加里，井出成美，石川麻衣，池崎澄江，中山健夫：自治体における特定保健指導の問診の実態
調査（第1報）：特定健診質問票の活用状況．第75回日本公衆衛生学会総会抄録集，422，2016．
17. 井出成美，杉田由加里，石川麻衣，池崎澄江，中山健夫：自治体における特定保健指導の問診の実態
調査（第2報）：質問票項目の設定と活用．第75回日本公衆衛生学会総会抄録集，422，2016．
18. 石川麻衣，杉田由加里，井出成美，池崎澄江，中山健夫：自治体における特定保健指導の問診の実態
調査（第3報）：保健行動を把握する上での困難．第75回日本公衆衛生学会総会抄録集，422，2016．
19. 堀井聡子，横山徹爾，杉田由加里，鎌形喜代実，六路恵子，成木弘子，松本珠実，森永裕美子，守屋
信吾，藤井仁：データを活用した効果的な生活習慣病対策の「人材育成プログラム・実践ガイド」の
開発．第75回日本公衆衛生学会総会抄録集，411，2016．
20. 横山徹爾，水嶋春朔，守屋信吾，藤井仁，福田敬，伴正海，成木弘子，堀井聡子，鎌形喜代実，六路
恵子，杉田由加里，吉葉かおり，齋藤京子，森永裕美子，松本珠実：自治体における生活習慣病対策
推進のための「データ活用マニュアル」の開発．第75回日本公衆衛生学会総会抄録集，412，2016．
21. 小川直子，田畑陽一郎，吉本照子，杉田由加里：看護経験の少ない新入訪問看護師が介護支援専門員
と協働するための学習支援．第6回日本在宅看護学会学術集会抄録集，77，2016．
22. 辻村真由子，吉本照子，長江弘子：新人訪問看護師育成を担う事業所内指導者向け研修プログラムの
開発と評価．第36回日本看護科学学会学術集会，東京，2016．
23. 杉田由加里，石丸美奈，石川麻衣，松下光子：行政保健師が取組む業務研究の遂行に必要とされる条
件．第36回日本看護科学学会学術集会，東京，2016．
24. 吉本照子，辻村真由子，雑賀倫子，深田美香，大草智子，森下安子，森下幸子，野村陽子，長江弘
子：行政・実践者・大学の連携による訪問看護師の質的・量的確保のしくみづくり：千葉・鳥取・高
知県の事例から．第36回日本看護科学学会学術集会交流集会，東京，2016．
25. 吉本照子，飯岡由紀子，小川純子：合理的配慮を要する学生の臨地実習の質保証に向けたFDプログ
ラム開発（交流セッション）．日本看護学教育学会第26回学術集会プログラム・講演集，127，2016．
26. 飛田篤子，吉本照子，杉田由加里：エンド・オブ・ライフ・ステージにあるがん患者がより生きるた
めの主体性(エージェンシー)に関する文献検討．Palliative Care Research，11(Suppl)，S552，2016．
27. 西開地由美，吉本照子，杉田由加里：クリティカルケア領域における代理意思決定支援を促す看護管
理の研究動向と今後の課題．日本医療・病院管理学会誌，53(Suppl)，194，2016．
〔報告書〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
28. 横山徹爾，水嶋春朔，福田敬，杉田由加里，堀井聡子，川崎千恵，守屋信吾，藤井仁，伴正海，成木
弘子，松本珠実，森永裕美子，鎌形喜代実，菅原久美，成瀬沙弥華，米澤千加，六路恵子，山崎衣津
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子，齋藤京子，吉葉かおり：自治体における生活習慣病対策推進のための「健診・医療・介護等デー
タ活用マニュアル」の開発．厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合
研究事業 健診・医療・介護等データベースの活用による地区診断と保健事業の立案を含む生活習慣
病対策事業を担う地域保健人材の育成に関する研究 平成27年度総括・分担研究報告書，13－20，
2016．
29. 堀井聡子，横山徹爾，杉田由加里，鎌形喜代実，六路恵子，成木弘子，松本珠実，森永裕美子，守屋
信吾，藤井仁：健診・医療・介護等のデータを活用した効果的な生活習慣病対策の立案・実施・評価
のための「人材育成プログラム・実践ガイド」の開発．厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患・糖
尿病等生活習慣病対策総合研究事業 健診・医療・介護等データベースの活用による地区診断と保健
事業の立案を含む生活習慣病対策事業を担う地域保健人材の育成に関する研究 平成27年度総括・分
担研究報告書，29－53，2016．
30. 横山徹爾，水嶋春朔，福田敬，杉田由加里，堀井聡子，川崎千恵，守屋信吾，藤井仁，伴正海，成木
弘子，松本珠実，森永裕美子，鎌形喜代実，菅原久美，成瀬沙弥華，米澤千加，六路恵子，山崎衣津
子，齋藤京子，吉葉かおり：自治体における生活習慣病対策推進のための「健診・医療・介護等デー
タ活用マニュアル」の開発．厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合
研究事業 健診・医療・介護等データベースの活用による地区診断と保健事業の立案を含む生活習慣
病対策事業を担う地域保健人材の育成に関する研究 平成25～27年度総合研究報告書，15－22，2016．
31. 杉田由加里，水野智子：自治体の生活習慣病予防にかかる保健事業におけるデータ分析・活用の場面
と体制づくり．厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 健
診・医療・介護等データベースの活用による地区診断と保健事業の立案を含む生活習慣病対策事業を
担う地域保健人材の育成に関する研究 平成25～27年度総合研究報告書，42－51，2016．
32. 杉田由加里，石丸美奈，松下光子，石川麻衣，井出成美，緒方泰子：教育研究機関が関わる行政保健
師の実践の充実を目指した業務研究サポートモデルの開発．平成24年度～平成27年度科学研究費助成
事業基盤研究（C）研究成果報告書，2016．
33. 杉田由加里，井出成美，石川麻衣，池崎澄江：生活習慣病予防の保健指導における問診票の活用状況
に関する実態調査（第一報）．厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合
研究事業 統計的レビューとコホート研究に基づく特定健診質問票の開発 平成27年度総括・分担研究
報告書，84－94，2016．
34. 津下一代，横山徹爾，杉田由加里，中村正和，宮地元彦，林芙美，真栄里仁，和田高士，武藤繁貴，
加藤公則，村本あき子，武見ゆかり，六路恵子，堀井聡子，森永裕美子，鎌形喜代実，岩崎由美子，
三浦康平，服部真実：国立研究開発法人日本医療研究開発機構委託研究開発費 循環器疾患・糖尿病
等生活習慣病対策実用化研究事業 標準的な健診・保健指導プログラム（改訂版）及び健康づくりの
ための身体活動基準2013に基づく保健事業の研修手法と評価に関する研究 健診・保健指導の研修ガ
イドライン改訂に向けての提案（効果的な保健指導のために必要とされる人材と研修の在り方），
2016．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
35. 山口絹世，吉本照子，杉田由加里：訪問看護ステーション管理者の経営管理行動指標試案の作成　安
定的経営に基づく地域の在宅ケアニーズの量的・質的充足に向けて．千葉大学大学院看護学研究科紀
要，38，47－55，2016．
36. 杉田由加里，水野智子， 横山徹爾：自治体における生活習慣病予防の保健事業に関するデータ分析・
活用の体制づくり．千葉大学大学院看護学研究科紀要，38，39－46，2016．
37. 清水みどり，吉本照子，杉田由加里：一特別養護老人ホームにおける重度の摂食・嚥下障害を有する
入所者の安全で安楽な経口摂取に向けた看護職の役割行動　看護-介護連携に着目して．自治医科大
学看護学ジャーナル，13，3－10，2016．
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38. 水野智子，杉田由加里，津下一代：自治体における生活習慣病予防の保健指導スキルの向上に必要な
条件．日本地域看護学会誌，19（3），50－59，2016．
39. 高橋在也，岩城典子，長江弘子，石丸美奈，清水直美，吉本照子：生き方の理解と支え合いのための
場の模索―エンドオブライフを考える市民参加型プログラムの事例から―．生命倫理，26(1)，159-
168，2016.
　本領域では主に，地域ケアのシステム化の推進を担う行政保健師，地域包括支援センター長，訪問看護
事業所管理者，外来看護管理者等の看護管理者および看護職者の考え方，役割行動および力量開発につい
て研究教育を行っている．本年は，行政保健師の力量開発について，保健指導技術，可視化技術の観点か
ら報告した．訪問看護事業所，介護保険施設のケアの質改善及び人材育成（6，7，10，21，22，24，35，
37）について，実践者，修士課程修了生，博士後期課程在籍者とともに報告した．
　吉本は，「新人訪問看護師の実践力向上に向けた自己決定的学習を促す学習支援ツールの開発と検証」
（平成28年度科学研究費補助金（基盤研究（B）），研究代表者）に取り組み，学習支援ツールを活用した
新人育成プログラムについて報告し，各地域における訪問看護師の育成のしくみづくりに向けて，他地域
の人材育成プロジェクトの研究者とともに交流集会を実施した（6，7，22，24）．また，看護実践研究指
導センターにおけるFDコンテンツ開発の一環として，プロジェクト研究の成果の活用推進に向けて交流
集会を実施した（25）．
　杉田は，厚労科学研究費補助金の研究分担者として，自治体における生活習慣病対策の保健事業におけ
るデータ分析・活用に関する研究（19，20，28，29，30，31，36），生活習慣病予防の保健指導実施者の
スキル向上に関する研究（14，34，38），特定保健指導の問診の実態に関する調査研究（16，17，18，
33）について報告した．そして，研究代表者として，行政保健師の実践の充実を目指した業務研究サポー
トモデルの開発（基盤研究(C)）に関し報告した（4，23，32）．平成28年度から取組んでいる，後期高齢
者の健康増進に向けた保健指導（挑戦的萌芽，研究代表者）に関し報告した（8）．さらに，自治体のミド
ルマネジャー保健師の役割行動指針の作成と学習支援プログラムの構築（基盤研究(B)，研究代表者）に
むけ，インタビュー調査を開始した．そして，研究分担者として，予防活動の持続・発展のための地域看
護実践ガイドの開発に取り組んでいる（3）．
ケア施設看護システム管理学領域
〔原著〕
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
1. Sakai I，Yamamoto T，Takahashi Y，Maeda T，Kunii Y，Kurokochi K : Development of a new 
measurement scale for interprofessional collaborative competency: The Chiba Interprofessional 
Competency Scale (CICS29). Journal of Interprofessional Care. 1-7，2016. DOI:10.1080/13561820.2016
.1233943
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
2. Sakai I，Iida K : Development and Future Expectations of Interprofessional Education in 
Japan.19th EAFONS Plenary Session 1．13，19th EAFONS Plenary Session 1，13，2016. 
3. Majima T，Yamamoto T，Ikezaki S，Nagasaka I，Kurokochi K，Otsuka M，Yamada K，
Watanabe M，Masujima M，Otsuka T，Sakai I : Comparison of Competency for  Interprofessional 
Collaborative Practice and  Job Satisfaction among  Medical Professionals in Intensive Care Units 
and Operation Rooms at  Two University Hospitals in Japan. 19th EAFONS Poster Session，Chiba，
2016.
4. Yamaguchi T : Definition of Unlearning and Research Trend. 19th EAFONS Poster Session，Chiba，
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＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
5. 酒井郁子：回復期リハビリテーション病棟におけるEBP実装システムに向けた課題．（ア）第53回日
本リハビリテーション医学会学術集会プログラム・抄録集，127，2016.
6. 松平裕佳，黒河内仙奈，酒井郁子，深堀浩樹，松岡千代：回復期リハビリテーション病棟のEBP実装
における情報収集のための組織的支援．日本老年看護学会第21回学術集会抄録集，117，2016．
7. 郷保はるみ＊，酒井郁子，黒河内仙奈：回復期リハビリテーション病棟における患者の生活リズムを
整えるケアの構築．日本老年看護学会第21回学術集会抄録集，130，2016．
 ＊2016年3月修士課程修了
8. 大塚眞理子，下井俊典，春田敦志，酒井郁子，神山裕美，畔上光代，小林毅，藤林慶子，相馬仁：
IPE推進委員会ワークショップ　IPE/IPWのための専門職連携コンピテンスを考える（第4回）．第9
回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会抄録集，26，　2016.
9. 眞嶋朋子，山本武志，池崎澄江，長坂育代，渡邉美和，増島麻里子，黒河内仙奈，大塚眞理子，山田
響子，大塚知子，酒井郁子：大学病院の集中治療室・手術室と他部門の職種別専門職連携実践能力と
職務満足の比較―６因子の特徴に焦点を当ててー．千葉看第22回学術集会抄録集，37，2016.
10. 井出成美，藤沼康樹，臼井いづみ，馬場由美子，酒井郁子：介護・福祉職との連携において看護職に
求められる能力・態度―看護職の研修・教育プログラムに必要な要素とはー．千葉看第22回学術集会
抄録集，52，2016.
11. 下井俊典，大塚眞理子，春田敦志，酒井郁子，神山裕美，小林毅：シンポジウムⅡ　連携教育の現状
と課題　リハビリテーションを担う職種を育てるIPE．日本リハビリテーション連携科学17（1），70-
72，2016.
12. Asahina M，Otsuka M，Kurokochi K，Sekine Y，Ito S，Sakai I：Clinical　IPE　Interprofessional 
education in a point-of-care setting．AMEE 2016 Barcelona，Spain，2016．
13. Otsuka M，Ishimaru M，Iino R，Takeuchi K，Fujinuma Y，Yamada K，Asahina M，Ito S，
Sekine Y，Sakai I：Factors of promoting independent community activities by residents in the 
suburbs of the Greater Tokyo Area: Based on resident interviews. The 3rd KOREA-JAPAN Joint 
Conference on Community Health Nursing，Koria，Busan，2016. 
14. Iino R，Otsuka M，Ishimaru M，Takeuchi K，Fujinuma Y，Yamada K，Asahina M，Ito S，
Sekine Y，Sakai I：Factors of promoting independent community activities by residents in the 
suburbs of the Greater Tokyo Area: Based on professional interviews. The 3rd KOREA-JAPAN 
Joint Conference on Community Health Nursing，Koria，Busan，2016.
15. 増島麻里子，長坂育代，池崎澄江，渡邉美和，酒井郁子，黒河内仙奈，大塚眞理子，山田響子，山本
武志，大塚知子，眞嶋朋子：がん診療連携拠点病院における病棟の専門職連携実践と緩和ケアチーム
へのコンサルテーションとの関連．S287，第21回日本緩和ケア医療学会学術大会，Vol.11 Suppl,2016.
16. 酒井郁子，原祥子：日本老年看護学会誌の査読方針　よい査読をしよう．日本老年看護学会第21回学
術集会抄録集　83.　2016
17. 住谷ゆかり：急性期病院に入院する高齢者への身体拘束実施の判断に影響を与える要因に関する文献
検討．第36回日看科会学術集会講演集，2016．
18. 山崎千寿子：多職種チームの有効性に関する海外の研究の動向と課題．第36回日看科会学術集会講演
集，2016．
〔単行書〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
19. 酒井郁子，黒河内仙奈：第４章身体運動機能の低下を予防する．１．身体運動機能の低下にかかわる
要因．在宅看護論．日本看護協会出版会，50-52，2016.
20. 酒井郁子，黒河内仙奈：第４章身体運動機能の低下を予防する．2．転倒・骨折の原因とその予防対
策．在宅看護論．日本看護協会出版会，53-57，2016.
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21. 酒井郁子，黒河内仙奈：第４章身体運動機能の低下を予防する．3．長期臥床状態の発生過程とアセ
スメント，予防対策．在宅看護論，日本看護協会出版会，57-61，2016.
22. 酒井郁子，黒河内仙奈：第４章身体運動機能の低下を予防する．4．ADL動作獲得への援助．在宅看
護論．日本看護協会出版会，61-63，2016.
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
23. 鷲見幸彦，町屋晴美，酒井郁子，北川公子，高山成子，高橋裕子，松本佐知子，小林友美，齋藤訓子，
溝上祐子，島橋誠（編集）：認知症ケアガイドブック．照林社．2016.
24. 酒井郁子：特集/リハビリテーション看護―看護実践のエビデンスと可能性―　リハビリテーション
看護のエビデンス．MEDICAL REHABILITATION No.201　リハビリテーション看護―看護実践の
エビデンスと可能性―．全日本病院出版会．1-6．2016．
25. 黒河内仙奈：特集/リハビリテーション看護―看護実践のエビデンスと可能性―　安全を守るシステ
ム－転倒転落防止のアセスメントから対策まで－．MEDICAL REHABILITATION No.201　リハビ
リテーション看護―看護実践のエビデンスと可能性―．　全日本病院出版会，50-55，2016．
26. 黒河内仙奈：D　看護活動の場における高齢者事例の展開．最新老年看護学第3版．日本看護協会出
版会，233－241，2016.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
27. 酒井郁子：専門職連携教育　医･看護･薬学部の協働体制で，専門職連携実践能力を身につけた「自律
した医療組織人」を育てる！　SUNDAI ADVANCE 3，駿台予備校，28-29，2016．
28. 大塚眞理子，池崎澄江，山田響子，酒井郁子，長坂育代，黒河内仙奈，山本武志，渡邊美和，増島麻
里子，大塚知子，眞嶋朋子：大学病院の医師と看護師以外の多職種における専門職連携実践力の特徴．
保健医療福祉連，9（1），63-64，2016.
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
29. Haruta J，Sakai I，Otsuka M，Yoshimoto H，Yoshida K，Goto M，Shimoi T: Development of an 
interprofessional competency framework in Japan. Journal of Interprofessional Care，30:5，675-
677,2016.
30. 杉林堅次，石井伊都子，細谷治，木内祐二，前野哲博，酒井郁子，荒川直子：次世代の薬学への羅針
盤～新しい薬学への出帆～徹底討論　多職種連携教育（IPE)は薬学教育に何をもたらすのか．
MISSION IN LIFE 　MIL〔ミル〕spring 2016　67.株式会社メデル．10，2016．
31. 酒井郁子：千葉大学　亥鼻IPE　医・看護・薬3学部専門職連携教育プログラム　3学部の学生たちが
ともに学び合うことで専門職同士が連携する能力を身につける．螢雪時代　2016 September 9，旺
文社，162-163，2016．
32. 朝比奈真由美，大塚真理子，黒河内仙奈，眞島朋子，関根祐子，伊藤彰一，酒井郁子：臨床実習にお
ける専門職連携教育(Clinical IPE)．医学教育，47巻Suppl，185，2016.
〔講演・シンポジウム〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
33. 酒井郁子：徹底討論！多職種連携教育（IPE）は薬学教育に何をもたらすのか。医療職種教育に及ぼ
すIPEの影響と薬剤師に期待することー看護師の視点からー．日本薬学会第136年会プログラム集，
29.2016．
34. 春田淳志，酒井郁子，神山裕美，小林毅：リハビリテーションを担う職種を育てるIPE．日本リハビ
リテーション連携科学学会第17回大会抄録集，31.2016.
35. 酒井郁子，杉林堅次，石井伊都子，細谷治，木内祐二，前野哲博，荒川直子：一般シンポジウム　次
世代の薬学への羅針盤～新しい薬学への出帆～徹底討論　多職種連携教育（IPE)は薬学教育に何をも
たらすのか．日本薬学会第136年会．2016.
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36. 酒井郁子：宣誓式　特別記念講演「地域に貢献する看護職の魅力」～必要とされる存在になる～．第
7回八戸学院短期大学．2016.
37. 酒井郁子：特別講演「専門職連携教育-多職種が共に学ぶということ」．第1回日本血管看護研究会，
2016.
38. 酒井郁子：IPEの歴史・理論・多様なプロジェクトからみた日本への実装の現状と課題．第93回東京
大学医学教育セミナー．2016.
〔研究状況〕
　ケア施設看護システム管理学では，回復期リハビリテーション病棟や介護保険施設，地域密着型居宅介
護事業所等の長期ケア施設における看護・介護システム管理，高齢脳卒中患者への看護，高齢者の生活リ
ズム調整，せん妄ケアに関する研究教育活動をおこなっている．平成28年度は修士課程大学院生7名，博
士後期課程大学院生8名，研究生1名となった．酒井は，科学研究費補助金　基盤研究（A）（一般）回復
期リハビリテーション病棟における高齢者ケアEBP実装システムの開発（課題番号　15H02585）におい
て，実践適用研究の実際と課題についての研究に取り組み，学会発表を行った（5，6）．専門職連携教育
（IPE）に関しては，看護学研究科附属専門職連携教育研究センター（IPERC）のセンター長として論文
執筆（1），講演（2，33，35，37，38），学会発表（3，8～15，27～29，32，34），および雑誌の執筆（27，
30，31）を行った．せん妄ケアに関するプロジェクトについては，IPERCプロジェクト研究として「特
定機能病院における専門職連携実践の構造とアウトカム研究」に継続して取り組んでいる．さらに，リハ
ビリテーションに関する学会発表（7），執筆（24），認知症ケアに関する書籍（23），在宅看護に関するテ
キスト（19～22）の執筆を行った．
　黒河内は，科学研究費（若手研究(B)）「長期ケア施設における看護師のキャリアビジョンの明確化（研
究課題番号：16K20711）」に取り組んだ．また，リハビリテーションに関する雑誌（25），在宅看護に関
するテキスト（19～22）および老年看護に関するテキストの執筆（26）を行った．
ケア開発研究部
〔原著〕
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
1. 野地有子：時代の要請に応える看護職としてのプロフェッショナリズムを発揮できる人を育てる－看
護教育の質保証から－，保健の科学，第58巻，第5号，301-306，2016．
2. 河部房子，黒田久美子，小山田恭子，上本野唱子，池袋昌子，西山正恵，野地有子，若杉歩，赤沼智
子：看護系大学と実習病院のトップ管理者間の連携の構成要素に関する研究－看護教育・実践連携評
価ツールの開発に向けて－，日本看護学教育学会誌vol.26，No.1，P15-P28，2016．
3. Sachiko WAKI，Yasuko SHIMIZU，Kyoko UCHIUMI，Kawai ASOU，Kumiko KURODA，Naoko 
MURAKADO，Natsuko SETO，Harue MASAKI and Hidetoki Ishii: Structural model of self-care 
agency in patients with diabetes: A path analysis of the Instrument of Diabetes Self-Care Agency 
and body self-awareness，Japan Journal of Nursing Science ,2016
〔シンポジウム〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
4. Ariko Noji，Julia Puebla Fortier，Lidia Horvat，Heeseung Choi，Pakvilai Srisaeng，Vhihoko 
Tabata，Mayuko Tsujimura，Yuki Mochizuki，Jun Yamashita：Bringing Cultural Competence 
into the Mainstream，March 2016，Chiba.
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
5. 野地有子：医療介護総合推進法による地域包括ケアシステム改革～新たな病院・施設経営に求められ
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る患者・家族中心の栄養ケア･マネジメントとサービス提供ができる人の教育～．第16回日本健康・
栄養システム学会シンポジウム，2016年6月，福岡．
〔学会交流集会〕
6. 野地有子，近藤麻理，小寺さやか，飯岡由紀子，溝部昌子：看護系大学におけるグローバル人材育成
と国際交流の推進を考える　―国際交流委員にあたってしまったら！―.　第36回日本看護科学学会
学術集会，2016年12月，東京．
7. 森小律恵，古山景子，岡崎優子，中山法子，黒田久美子，米田昭子，福井トシ子，数間恵子：特定行
為研修を活用しよう！－特定行為研修は糖尿病看護に何をもたらすのか？．第21回日本糖尿病教育・
看護学会学術集会,2016年9月,甲府
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
一般演題
8. 野地有子，山下純，鈴木友子，溝部晶子，望月由紀，北池正，野崎章子，炭谷大輔，菅田勝也：看護
職のカルチュラル・コンピテンス測定に関する研究～カフリー・ヘルスケア文化能力尺度を用いて～，
第6回日本看護評価学会学術集会，2016年3月．
9. Tomoko Suziki，Ariko Noji，Mariko Kondo，Yuki Mochizuki，Mayuko Tsujimura，Ayumi 
Wakasugi，Ayako Aihara，Heeseung Choi：Mesuring the cultural competence of Japanese 
nursing students using the Cultural Awareness Scale,EAFONS,2016年3月,Chiba
10. Lucia Gonzales，Ann Koci，Rose Mary Gee，Ariko Noji：Religiousness and marginality in women 
globally: Psychometric testing of two instruments translated into five languages for use in 
cardiovascular recovery. the 5th Annual Conference on Medicine and Religion，Houston，Texas. 
2016，March．
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
11. 野地有子，柳堀朗子，野本尚子ほか：管理栄養士が外国人患者のベッドサイドに訪問する病院・しな
い病院-病院の国際化の視点から．第16回日本健康･栄養システム学会，2016年6月，福岡.
12. Ariko Noji，Mayuko Tsujimura，Yuki Mochizuki，Tomoko Suzuki，Akiko Mizobe，Daisuke 
Sumitani，Ryoko Yanagibori，Katsuya Kanda，Julia P.Fortier，Noel J.Chrisman:　Community 
and Hospital Relationship for Cultural Appropriate Health Care Services in Japanese Hospitals.　
The 3rd Korea-Japan Joint Conference on Community Health Nursing (Pusan，Korea)，2016.7.
13. 井上里恵，小池三奈美，黒田幸恵，黒田久美子，野地有子：A病院が求める看護管理者と管理能力の
実態及び管理者のニーズ-マネジメントラダーと管理者教育プログラムの構築に向けて-，第20回日本
看護管理学会学術集会，2016年8月，横浜.
14. 黒田久美子，和住淑子,西山ゆかり,鈴木康美,室屋 和子,三谷里恵,杉原多可子：新人看護師教育責任者
支援プログラムの開発―自施設の評価をふまえた研修企画能力向上への支援―，第20回日本看護管理
学会，2016年8月，横浜.
15. 大島紀子，炭谷大輔，野地有子：新入社員への健康づくり　第一報　食生活を中心として，第32回日
本健康科学学会学術大会，2016年9月，名古屋.
16. 炭谷大輔，大島紀子，野地有子：新入社員への健康づくり　第二報　ゲーム要素を中心として，第32
回日本健康科学学会学術大会，2016年9月，名古屋.
17. 野地有子，野崎章子，望月由紀，柳堀朗子，菅田勝也：外国人患者へのケア提供に際して看護師が持
つ困難さ～テキストマイニング分析から～，第54回日本医療・病院管理学会学術総会，2016年9月，
東京.
18. Akiko Nosaki，Ariko Noji，Tomoko Suzuki，Yuki Mochizuki，Tadashi Kitaike，Daisuke 
Sumitani:　Difficulties in delivering nursing care to foreign patients among Japanese registered 
nurses,5th World Congress of Clinical Safety 2015,Boston，USA，2016年9月.
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19. 増澤清美，小林寿子，佐野麻里子，田中希実子，角田ひろみ，野地有子：産業看護職によるストレス
チェック後の保健面接　第一報～情報収集項目の特徴について～，日本産業看護学会第5回学術集会，
2016年11月，浜松．
20. 田中希実子，小林寿子，佐野麻里子，角田ひろみ，増澤清美，野地有子：産業看護職によるストレス
チェック後の保健面接　第二報～継続支援の判断に焦点をあてて～，日本産業看護学会第5回学術集
会，2016年11月，浜松．
21. 野地有子，近藤麻理，小寺さやか，飯岡由紀子，溝部昌子：看護系大学における国際交流と大学間・
学部協定に関する調査研究～MOUの評価の視点から～，第36回日本看護科学学会学術集会，2016年
12月，東京．
22. 小寺さやか，野地有子，近藤麻理，飯岡由紀子，溝部昌子：看護系大学における国際交流推進のため
のFDコンテンツの効果～報告会後のアンケートより～，第36回日本看護科学学会学術集会，2016年
12月，東京．
23. 坂本明子，正木治恵，大原裕子，黒田久美子：他職種からみた高齢者ケアの継続・連携に関するチー
ム医療を促進する看護師のコーディネート機能，第36回日本看護科学学会学術集会，2016年12月，東
京．
〔報告書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
24. 野地有子，黒田久美子他：平成27年度　看護学教育ワークショップ報告書，看護学教育ワークショッ
プ実行委員会，2016年3月．
25. 野地有子，黒田久美子他：平成27年度　看護実践指導センター年報，看護学教育研究共同利用拠点，
2016年3月．
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
26. 野地有子，近藤麻理，小寺さやか，飯岡由紀子，溝部昌子，炭谷大輔：10年後を見据えたグローバル
人材育成・国際交流の推進-FDコンテンツ報告書，看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大
学間共同活用の推進，平成27～28年度　看護学教育FDマザーマップ・コンテンツ開発，看護学教育
共同利用拠点　千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター，P1～P38，2016年11月．
〔単行書〕
27. 野地有子：第10章公衆衛生看護の歴史．米国と英国の公衆衛生の発達と公衆衛生看護活動の歴史，標
準保健師講座，公衆衛生看護概論．医学書院，230-238，2016.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
28. 野地有子：大学でのプロフェッショナリズムをどう育成するか～看護教育の報告～，海外専門家団体
との共同開発・共同実施によるグローバルなFDプログラムの開発と実践（基盤研究（A）研究代表
者　川島啓二）公開研究会講演，広島大学高等教育センター，2016年1月．
29. 野地有子，野崎章子，飯田貴映子，辻村真由子，小川俊子，岩崎弥生，舘　祥平：アジア３か国にお
ける看護大学および関連施設の訪問から－部局間協定および学術・学生交流の実施にむけて－，千葉
大学大学院看護学研究科紀要，38，63-67，2016年3月．
30. 望月由紀，野地有子，パクビライ・スリサング，長谷川みゆき：タイ王国東北部地域の病院看護部か
らみた病院と看護の国際化対応の現状調査～3病院への聞き取りから～，千葉大学大学院看護学研究
科紀要，38，69-74，2016年3月．
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
31. ［学会ポスター出展］野地有子：「研究者と実践者の出会いコーナー」（大学院生の留学とキャップス
トーン・プロジェクト），第20回日本看護管理学会学術集会,2016年8月,横浜.
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32. 黒田久美子：臨床で活かす看護師のコンサルテーション，富山大学看護学会誌，16(1)，80-89，2016
年9月.
33． 森小律恵，古山景子，中山法子，岡崎優子，黒田久美子，米田昭子，福井トシ子，数間恵子：委員会
活動報告「特定行為に係る看護師の研修制度」を理解する．日本糖尿病教育・看護学会誌 ，20(1)，
57 -66，2016年．
〔研究状況〕
　本研究部では，看護学教育研究共同利用拠点として特別経費による教育関係共同実施分「看護学教育の
継続的質改善（Continuous Quality　Improvement CQI）モデルの開発と活用促進」についてセンター事
業のプロジェクト研究として開始した(1,28)．FDマザーマップの開発に関するFDコンテンツ開発にも継
続して取り組み，成果物を順次センターHPに公開し，学会における交流集会および報告書として公表し
活用促進に尽力した（6，21,22,24～26）．センターの独自事業である大学病院副看護部長研修のプロジェ
クト成果もHPおよび学会発表を通して，実践と教育研究をつなぐ活動を継続している（2,13，25）．協定
校の米国サンディエゴ大学と連携し，看護学教育におけるFDおよび，IOM看護未来レポート，ELNECに
関する研究会を開催した．次世代の教育研究者となる大学院生の海外留学を支援しながら，継続的に学
内・国内・国際的研究の拠点づくりを行っている（29,31）．
　野地教授は，千葉大学研究支援プログラム（科研費申請支援）を受けた後，「アジア圏における看護職
の文化的能力の評価と能力開発・臨床応用に関する国際比較研究」（文部科学省科学研究費補助金　基盤
研究（A）研究代表者　野地有子）の最終年度に取り組み（4,8,9,11,12,16～18,30），日本における看護職の
文化的能力を測定し，臨床応用に向けたアプリを開発している．また，医療介護総合推進法による地域包
括ケアシステムに関するシンポジウム（5），産業看護およびゲーミフィケーションに関する研究を実施し
（15，19，20），日本産業看護学会においてストレスチェック後の保健面接に関する共同研究が第1回学会
賞 を 受 賞 し た（19）． 千 葉 大 学 医 学 部 附 属 病 院 臨 床 栄 養 部 と 千 葉NCM（Nutrition Care and 
Management）研究会を立ち上げ，病院と地域が連動した栄養ケアマネジメントのシステムづくりの研究
を開始した．
　黒田准教授は，個人の研究においては，糖尿病看護に関するケア開発に取り組んでいる。「認知機能低
下が生じた高齢インスリン療法患者・家族への援助指針の開発」（文部科学省科学研究費補助金　基盤研
究（Ｃ）研究代表者　黒田久美子）を継続し，「糖尿病セルフケア能力測定ツール（修正版）の信頼性・
妥当性の検討」が5年に一度の日本糖尿病教育・看護学会の2016年の研究論文賞を受賞した．糖尿病看
護・医療・患者会のネットワークの基盤として，千葉県糖尿病協会の理事，千葉大学医学部附属病院の糖
尿病患者会いのはな友の会の副会長，千葉県糖尿病看護研究会の顧問を継続している．また，センターの
共同プロジェクト研究では「新人看護師教育責任者向け支援プログラムの開発と評価」に取り組み，成果
を発表した（14）．
　赤沼講師は，個人の研究において在宅ケア領域の教育に関する研究を行った. 
政策・教育開発研究部
〔原著〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
1. Emiko Imamura，Carol J. Loveland-Cherry，Ann L. Whall.: Relationships Among Age，Gender，
and Religiosity in Elderly Japanese. 千大看紀要，38，11-20，2016.
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
2. Chika Matsuda，Shu Chun Chien：The relation between application of Scientific Nursing Theory 
and nursing practice in nursing students. The 19th East Asia Forum of Nursing Scholarship. 2016，
Chiba，Japan.
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3. 和住淑子，山本利江，斉藤しのぶ：F. Nightingaleの業績を現代に活かすための‘類比’の方法論．ナイ
チンゲール研究学会第37回研究懇談会，2016．
4. 石川ひとみ，和住淑子，黒田久美子，河部房子，若杉歩，白川秀子：増床・組織再編・病棟移転を若
手リーダー育成のチャンスとするための看護管理者の支援内容．第20回日本看護管理学会学術集会抄
録集，234，2016．
5. 黒田久美子，和住淑子，西山由加里，鈴木康美，室屋和子，三谷理恵，杉原多可子：新人看護師教育
責任者支援プログラムの開発－自施設の評価をふまえた研修企画能力向上への支援－．第20回日本看
護管理学会学術集会抄録集，347，2016．
6. 高木夏恵＊，和住淑子：患者の力を活かして支える看護体制構築に向けたPartnership Nursing 
Systemの活用．第20回日本看護管理学会学術集会抄録集，213，2016．
 （＊2016年3月修士課程修了）
7. 林由美＊，和住淑子：救命救急センターにおけるリーダー看護師育成プログラムの開発と展開－地域
で生活する患者の回復促進を目標に据えて－．第20回日本看護管理学会学術集会抄録集，242，2016．
 （＊2015年3月修士課程修了）
8. 高見治一郎，加藤陽子，郡山智絵，伊藤一枝，舩本智津子，和住淑子：眼科看護に誇りと意欲を持つ
ための 支援方法の検討－熟練看護師の展開した硝子体術後の腹臥位 ケアに関する教育プログラムの
評価から－．第32回日本視機能看護学会学術総会，2016．
9. 東香織，大貫佳美，神澤由佳，比田井理恵，和住淑子：救命救急センターICUから 一般病棟への転
棟をきっかけに発症した 過活動型せん妄の背景要因．日本救急看護学会雑誌，18(3)，282，2016. 
10. Shu Chun Chien：The use of internet health education for prevention diabetes in workplace from 
perspectives of human beings and living processes. The 11th IDF-WPR Congress 2016 & 8th AASD 
Scientific Meeting. 30 Octerber 2016，Taipei，Taiwan.
 http://11thidf-wpr-8thaasd2016-abstracts.elsevierdigitaledition.com/#46
11. 錢淑君，松本毅，和住淑子，前田隆，片桐智子，永田亜希子，河部房子：看護学生の「生活特徴と自
覚症状の関係」に焦点をあてた生活改善プロトコ－ルの開発に向けた基礎研究．第36回日本看護科学
学会学術集会，2016．東京.
 https://confit.atlas.jp/guide/event/jans36/subject/PB-18-26/category?cryptoId=，2016．
12. 片桐智子，前田隆，丸山香織，和住淑子，錢淑君，河部房子，山岸仁美，新田なつ子，寺島久美，戸
田肇，宮里智子，高橋幸子：学生の実践事例から統合実習における看護実践能力と評価基準を考える
－統合実習の評価基準構築に向けて－. 第36回日本看護科学学会学術集会，2016. 東京.
 https://confit.atlas.jp/guide/event/jans36/subject/K52/advanced?eventCode=jans36
〔報告書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
13. 吉本照子，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢淑君，赤沼智子，阿部恭子，井関千裕，鈴木友 
子＊：平成27年度看護実践研究指導センター年報．看護学教育研究共同利用拠点　千葉大学大学院看
護学研究科附属看護実践研究指導センター，2016.
 （＊2016年3月まで本研究科特任助教）
14. 野地有子，吉本照子，手島恵，和住淑子，杉田由加里，佐藤奈保，赤沼智子，黒河内仙奈，鈴木友 
子＊：平成27年度　看護学教育ワークショップ－10年後を見据えた看護学教育の質改善の取り組み～
臨地実習の質保証に焦点をあてて～報告書．看護学教育研究共同利用拠点　千葉大学大学院看護学研
究科附属看護実践研究指導センター，2016.
 （＊2016年3月まで本研究科特任助教）
15. 吉本照子，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢淑君，赤沼智子，鈴木友子＊：文部科学省特別経費
（教育関係共同実施分）看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大学間共同利用の促進プロジェ
クト活動・成果報告書．看護学教育研究共同利用拠点　千葉大学大学院看護学研究科附属看護実践研
究指導センター，2016.
 （＊2016年3月まで本研究科特任助教）
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16. 吉本照子，野地有子，和住淑子，黒田久美子，錢淑君，阿部恭子，鈴木友子＊：平成27年度文部科学
省委託事業　看護師等の卒業時到達目標等に関する調査・研究学士課程における看護実践能力と卒業
時到達目標の達成状況の検証・評価方法の開発　報告書．看護学教育研究共同利用拠点　千葉大学大
学院看護学研究科附属看護実践研究指導センター，2016.
 （＊2016年3月まで本研究科特任助教）
17. 高田早苗，上泉和子，井部俊子，太田喜久子，岡谷惠子，片田範子，正木治恵，村嶋幸代，尾崎章子，
岸恵美子，祖父江育子，宮本千津子，吉田澄惠，和住淑子，赤星琴美，工藤美子，坂下玲子，佐々木
幾美，鈴木久美，三浦英恵，村上明美：平成27年度文部科学省大学における医療人養成の在り方に関
する調査研究委託事業　看護系学士課程における臨地実習の現状並びに課題に関する調査研究報告
書．一般社団法人　日本看護系大学協議会，2016.
18. 荒川眞知子，池西静江，遠藤敬子，奥田三奈，片岡和江，黒坂知子，齊藤茂子，島田真理恵，実原美
和，時本圭子，鳥井元純子，日沼千尋，福井小紀子，星北斗，真砂由紀代，宮本千津子，百瀬栄美子，
山川美喜子，山田百合子，山森久美代，吉原ます子，和住淑子，渡辺暢子，渡辺美保子：厚生労働省
医政局看護課平成27年度看護職員確保対策特別事業　看護師養成所における看護基礎教育に関する調
査報告書．一般社団法人　日本看護系大学協議会，2016.
19. 村嶋幸代，尾崎章子，岸恵美子，祖父江育子，宮本千津子，吉田澄惠，和住淑子，赤星琴美：日本看
護系大学協議会平成27年度事業活動報告書「看護学教育質向上委員会」．一般社団法人日本看護系大
学協議会，2016.
20. 錢淑君：看護学生の「生活パターンと自覚症状の関係チャート」及び生活改善プロトコ－ルの開発. 
平成25-27年度科学研究費補助金（基盤研究（C））研究成果報告書,2016.
〔単行書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
21. 今村恵美子：スピリチュアリティ. 正木治恵，真田弘美（編）看護学テキストNiCE老年看護学概論：
「老いを生きる」を支えることとは. 改訂第2版，南江堂，162-169，2016.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
22. 錢淑君：日本留学で学んだナイチンゲールが残してくれた貴重な知的遺産.　OSFだより，1，第129号，
2016.
〔研究状況〕
　政策・教育開発研究部では，看護職者の役割の拡大や看護職者に寄せられる社会的ニーズにより効果的
に応えるための政策研究や，看護基礎教育と連動させた看護職者の生涯にわたる教育・人材・キャリア開
発のための研究を行っている．
　和住は，平成26年度に終了した科学研究費補助金（基盤研究（C））「F. Nightingaleの業績を現代に活
かすための‘類比’の方法論に関する研究」の成果をまとめ，発表するとともに（3），平成27年度より，自
身が研究代表者を務める科学研究費補助金（基盤研究（B））「看護職の生涯にわたるキャリア発達を支援
する体系的研修プログラムの構築」を開始し，研究を進めている．
　この他，看護実践研究指導センター共同研究員らとともに，課題解決プロジェクト型共同研究「保健医
療福祉施設における看護管理者が取り組む組織変革に関する研究」「看護系大学と臨地実習施設が協働で
取り組む組織変革に関する研究」に取り組んでいる．さらに，和住は，看護実践研究指導センター共同研
究員らとともに，プロジェクト研究として「看護師長が取り組む組織変革プロジェクトを支援する研修プ
ログラムの精練に関する研究」に取り組んでいる．これらのプロジェクトの研究成果は，共同研究員らと
ともに，第20回日本看護管理学会学術集会において発表した（4）．また，プロジェクト研究「新人看護師
教育担当者育成プログラムの精練」については，昨年度に引き続き，看護職能団体からの要請を受け，こ
れまでの研究成果を実地応用し，共同研究員らとともに「新人看護職員研修責任者研修」を展開した．さ
らに，本プロジェクト研究の成果を，第20回日本看護管理学会学術集会において発表した（5）．
　また，和住は，計３看護系大学の要請を受け，看護実践研究指導センターが特別経費により平成27年度
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まで実施した「看護学教育におけるＦＤマザーマップの開発と大学間共同活用の促進」プロジェクト
（15）において開発した「看護学教育におけるＦＤマザーマップ」を活用したＦＤ支援を展開した．
　この他，和住は，看護システム管理学専攻継続教育・政策管理学領域の修了生をはじめとする現場の看
護管理者，看護師らと共に，看護実践上の課題を解明し解決するための看護実践研究を重ねている（6～
9）．
　錢は，研究代表者として，平成25-27年度に実施した科学研究費補助金（基盤研究（C））「看護学生の
「生活パターンと自覚症状の関係チャート」及び生活改善プロトコ－ルの開発」の研究成果の一部を学会
で発表した(11)．同じ学会において，研究分担者として，学生の実践事例から統合実習における看護実践
能力と評価基準についての交流集会で参加者と意見交換を行った(12)．また，台湾で開催された国際糖尿
病学会The 11th IDF-WPR Congress 2016 & 8th AASD Scientific Meetingで，ICTを活用し，どのよう
に個人の生活の特徴を捉え，疾患の予防につながるかについて発表した(10)．
　今村は，平成22～25年度に実施した「日米高齢者のスピリチュアリティに関する質的研究とスピリチュ
アリティ尺度開発」（科学研究費補助金［基盤研究Ｃ］，研究代表者今村恵美子）の研究成果の一部を公表
するとともに（1），高齢者の健康とスピリチュアリティの関係およびスピリチュアルケアの方法論につい
て看護学テキストに執筆した（21）. 平成28年度はスピリチュアリティ国際共同研究を継続すると同時に
「我が国の国際保健・看護コンピテンシー教育に関する調査研究」（科学研究助成〔基盤研究Ｃ〕,平成26
～29年度，研究代表者　今村恵美子）を実施しデータ収集を行った.本研究最終年度である次年度は引き
続きデータ収集および分析を実施する計画である.
専門職連携教育研究センター（IPERC）
〔原著〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
1. 早坂玉緒，張平平，大塚眞理子＊：自主グループにおける高齢者リーダーの継続的な役割遂行に関す
る要因―介護予防（一次予防事業）の取り組みから―．千葉看会誌，21（2），17，2016.
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
2. 高橋在也，岩城典子，長江弘子，石丸美奈，清水直美，吉本照子：生き方の理解と支えあいのための
場の模索－エンドオブライフを考える市民参加型プログラムの事例から－．生命倫理，27，159-168， 
2016.
 ＊：2016年3月まで本研究科教員
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
3. Sato N，Amemiya Y，Hosoya N，Ishikawa S，Miyazawa S，Iino R，Tokita R，Ide N，Sugimoto T，
Tanimoto M : Educational needs of preventive care service providers for supporting the 
empowerment of elderly people，19th East Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS),Chiba， 
Japan，2016.
4. Sugita Y，Ishimaru M，Ide N，Matsushita M，Ishikawa M，Ogata Y : Promoting continuous 
practice research among public health nurses  in public health organizations in Japan，19th East 
Asian Forum of Nursing Scholars (EAFONS)，Chiba，Japan，2016.
5. Mashino S，Konishi M，Sasaki Y，Miura H，Imazu Y，Okawa N，Uryu H，Usui I：
Development of a remote simulation training system for nurses responding to disaster，the 
UNISDR Science and Technology Conference on the Implementation of Sendai Framework for 
Disaster Risk Reduction 2015-2030，Geneva，Switzerland，2016.
6. Mitsuyo Azegami，Koki Tsuruoka，Nobuko Kudo，Naoko Kunisawa，Etsuko Kikuchi，Natsuko 
Suka，Reiko Tsuji，Atsuko Tanaka，Mariko Otsuka＊ ; Factors Impeding Interprofessional 
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Collaboration in Hospital Discharge Support Conferences for Elderly People with Dementia，19th 
East Asian Forum of Nursing Scholars，Chiba，　Japan，2016.
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
7. Sugita Y，Ide N，Ishikawa M：Survey about the actual condition of health guidance after health 
check-ups  for citizens over 75 years old in Japan. The 3rd KOREA-JAPAN Joint Conference on 
Community Health Nursing，Busan，South Korea，2016
8. 牛久保美津子，近藤浩子，菊池沙織，塚越徳子，堀越政孝，常盤洋子，上山真美，恩幣宏美，松崎
奈々子，井出成美，神田清子：在宅を見据えた看護実践度の調査結果をもとにグループインタビュー
で見出した在宅の視点を持つ病院看護師育成のための課題，第18回日本在学医学会大会第21回日本在
宅ケア学会学術集会合同大会プログラム・講演抄録集，414，2016.
9. 杉田由加里，井出成美，石川麻衣，池崎澄江，中山健夫：自治体における特定保健指導の問診の実態
調査（第１報）－特定健診質問票の活用状況－，第75回日公衛会抄録集63(10)，422，2016．
10. 井出成美，杉田由加里，石川麻衣，池崎澄江，中山健夫：自治体における特定保健指導の問診の実態
調査（第２報）－質問表項目の設定と使用－，第75回日公衛会抄録集63(10)，422，2016．
11. 石川麻衣，杉田由加里，井出成美，池崎澄江，中山健夫：自治体における特定保健指導の問診の実態
調査（第３報）―保健行動を把握する上での困難―，第75回日公衛会抄録集63(10)，422，2016．
12. 藤沼康樹：超高齢化社会と地域医療研修. 第34回臨床研修研究会講演集，26-33，2016
13. 藤沼康樹：プライマリ・ケア外来診療教育の充実で時間的制約があっても社会貢献が可能な医師を養
成する.　第7回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会抄録集,　122，2016．
14. 吉田秀平，松島雅人，渡邉隆将，市川欧子，中野優子，藤沼康樹：患者複雑性が医療に及ぼす影響に
関するコホート研究.　第7回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会抄録集，225，2016．
15. 増山由紀子，清田実穂，喜瀬守人，藤沼康樹：Case-based Discussion(CbD)における効果的な事例選
択 についての検討.　第7回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会抄録集，255，2016．
16. 関口由希公，小松亮，栄原智文，齋木啓子，遠井敬大，齊藤裕之，高柳亮，西村真紀，喜瀬守人，藤
沼康樹：遠隔型指導医養成フェローシップ（CFMD LTF-distant）の 活動報告 ～若手・中堅家庭医
はどう成長すればよいか～．第7回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会抄録集，258，2016．
17. 渡邉隆将，松島雅人，藤沼康樹：研究第3報：EMPOWER-Japan Study (Elderly Mortality Patients 
Observed Within the Existing Residence)．第7回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会抄録集，
291，2016．
18. 重島祐介，佐藤葵，藤沼康樹：家庭医診療科外来活動報告. 第7回日本プライマリ・ケア連合学会学術
大会抄録集，331，2016．
19. 藤沼康樹：招待講演 専門医教育の未来像．第21回日本緩和医療学会学術大会抄録集，26，2016．
20. 藤沼康樹：地域基盤型医学教育の質の向上，展望を考える 地域基盤型医学教育の構成要素．第48回
日本医学教育学会大会抄録集　医学教育，47(Suppl)，30 2016．
21. 藤沼康樹：招待講演 プライマリ・ケアの愉しみと生涯学習. 第5回日本プライマリ・ケア連合学会関
東甲信越ブロック地方会抄録集，4，2016．
22. 高橋在也：無力な人の力－トラウマの時代におけるジョルジュ・ルオーの再解釈－．総合人間学会第
10回研究大会抄録集，21．2016.
23. Takahashi Z.，Nagae H. & Iwaki N. : How we turn knowledge into transformation of ourselves; 
Mixed Method Research on the Citizen Participatory Learning Program on End-of-life Care. Mixed 
Method International Research Association Conference，111-112. 3-6th August 2016，Durham，
UK. 
24. 高橋在也：無力な人の力－暴力の時代におけるジョルジュ・ルオーの再解釈－.．唯物論研究協会第
39回研究大会抄録集，25．2016．
25. 高橋在也，長江弘子：日本における望ましい死の概念．日本生命倫理学会第28回年次大会抄録集，
2016．
26. 臼井いづみ，長田久夫，坂上明子，石川源，斎藤美貴，青木まり子：Team STEPPSⓇを取り入れた，
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周産期急変対応ワークショッププログラムの開発．第57回日本母性衛生学会学術集会抄録集，57(3)，
298，2016.
27. 坂上明子，長田久夫，臼井いづみ，鈴木真，石川源，齋藤美貴，青木まり子：Team STEPPSⓇを取
り入れた周産期急変対応ワークショップの評価－参加者への質問紙調査の分析－．第57回日本母性衛
生学会学術集会抄録集，57(3)，298，2016．
28. 橋内伸介，金井有佳，松田知佳，小坂直子，阿部由喜湖，平舘卓弥，馬場由美子，永田亜希子，田村
富美子，山本利江：クリティカルケア領域における人工呼吸器離脱過程に関する研究－生命力の概念
枠組みに基づく離脱困難患者への実践の分析－．第38回日本呼吸療法医学会学術集会抄録集，199，
2016．
29. 山田響子：ヘルス・プロモーティング・スクール認証/表彰制度の国際比較―日本・シンガポール・
香港・韓国・台湾―．第25回 日本健康教育学会学術大会会講演集，59，2016．
30. 増島麻里子，長坂育代，池崎澄江，渡邉美和，酒井郁子，黒河内仙奈，大塚眞理子＊，山田響子，山
本武志，大塚知子，眞嶋朋子：がん診療連携拠点病院における病棟の専門職連携実践と緩和ケアチー
ムへのコンサルテーションとの関連，S287，第21回日本緩和ケア医療学会学術大会，Vol.11 Suppl，
2016.
31. 山田響子：“思春期の子どもの居場所”にかかわる人材のコンピテンシーと育成プログラムの検討．
日本教育社会学会第68回大会発表要旨集録，Ⅲ-1-3，2016．
32. 山田響子：時間的展望と自己肯定感の相関― 未来志向性が自己肯定感の6因子に与える影響の検討 ―．
日本教育心理学会第58回総会発表論文集，PG58，2016.
 ＊：2016年3月まで本研究科教員
〔報告書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
33. 杉田由加里，井出成美，石川麻衣，池崎澄江：系統的レビューとコホート研究に基づく特定健診質問
票の開発．厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業）分担研
究報告書，2016．
34. 高橋在也：エンド・オブ・ライフケア看護学研究の推進. 千葉大学大学院看護学研究科エンド・オ
ブ・ライフケア看護学編，領域横断的エンド・オブ・ライフケア看護学の構築，66-73．2016. 
35. 酒井郁子，大塚眞理子＊，藤沼康樹，黒河内仙奈，山田響子，吉岡智子，高野佳奈：亥鼻IPEファシ
リテーターに必要なコンピテンシー及び研修方法の探索的研究．千葉大学大学院看護学研究科附属専
門職連携教育研究センター，平成27年度研究報告書，2016.
36. 酒井郁子，大塚眞理子＊，藤沼康樹，黒河内仙奈，山田響子，吉岡智子，高野佳奈：千葉大学大学院
看護学研究科附属専門職連携教育研究センター　平成27年度事業報告書，文部科学省国立大学改革強
化促進補助金，2016.
 ＊：2016年3月まで本研究科教員
〔単行書〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
37. 井出成美：地域住民の相互の助け合い強化によるまちづくり．宮﨑美砂子，北山三津子，春山早苗，
田村須賀子（編），最新公衆衛生看護学総論，第２版(2016年版)，日本看護協会出版会，326-330，
2016．
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
38. 井出成美：老年看護に活用できる理論・アプローチ　８．エンパワメント．正木治恵，真田弘美（編），
老年看護学概論，改訂第2版，南江堂，156-161，2016．
39. 藤沼康樹：包括的統合アプローチ. 総合診療専門研修の手引き― 何をどう教え学ぶか 工夫と実例 (総
合診療専門医シリーズ)　p42-52，中山書店，2016
40. 藤沼康樹：将来の医師集団とキャリア開発の変化に備えた医学教育. 人工知能時代の医療と医学教育. 
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p103-110，篠原出版新社，2016
41. 高橋在也：日本における望ましい死の概念，長江弘子編，患者中心の意思決定支援 ,南江堂. 2016 .
42. 大塚眞理子＊：第2巻リハビリテーション看護とチームアプローチ，酒井郁子総監修：見て知るリハ
ビリテーション看護全10巻，丸善，2016.
 ＊：2016年3月まで本研究科教員
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 月～ 3 月＞
43. 大塚眞理子＊，久保田健太郎，村井早苗：東千葉住民－千葉大－千葉市の連携で始まる『地域の和・
輪・環の会』平成27年度活動報告，「地域の和・輪・環の会」ニュースレター第4号，2016.3.22
44. 大塚眞理子＊：看護とエビデンス－多職種との連携に活かそう－，千大看紀要，38，87-89，2016．
45. 高橋在也：生と死を受けとめ語る場のいままでとこれから. 千葉大学大学院看護学研究科エンド・オ
ブ・ライフケア看護学編，エンド・オブ・ライフケアを支える語り合い学び合いのコミュニティづく
り， 100-108， 2016.
＜ 2016 年 4 月～ 12 月＞
46. 藤沼康樹：看護研究が医師にとって意味あるものとなる場面. 看護研究 49(7)，576-580
47. 藤沼康樹：星の数ほどの practice based research network を.  総合診療 26.4，277-277，2016
48. 高橋在也：エンド・オブ・ライフケアと“good death”概念. 看護技術，62(12)，10-13. 2016.
 ＊：2016年3月まで本研究科教員
〔研究状況〕
　専門職連携教育研究センターでは，センター事業として，１.専門職連携教育のマネジメントに関する
研究，２.特定機能病院における専門職連携実践の構造とアウトカム研究，３.災害時専門職連携実践能力
の獲得を目指した教育プログラム開発プロジェクト研究の3つのテーマで学内外から研究参加者を募集し
て実施している。
　このほか，亥鼻IPEの成果を検証する研究に取り組んでいる。昨年度から試行事業とし実施している診
療参加型IPEのプログラムの学習到達目標と実習内容，実習環境に関する課題の 抽出と解決策を検討する
研究に着手しているほか，Step1～4受講学生の記録物をデータとして教育効果を明らかにする研究に取り
組んでいる。
　また，教員個別では，井出は，研究代表者として平成26年度から文部科学研究費（基盤研究(C)）を獲
得し「高齢者の強み（ストレングス）を活かした介護予防の地域づくりを推進する地域づくりの支援方
法」に取り組んでいる。また，研究分担者としては，本年度から挑戦的萌芽研究「後期高齢者の健康増進
に向けた保健指導におけるアセスメントガイド原案の作成」に研究参加している。また，平成27年度に厚
生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業）「系統的レビューとコ
ホート研究に基づく特定健診質問票の開発」に協力し，調査結果を学会発表した。高橋は，平成28年度勇
美記念財団在宅医療研究助成「市民を対象としたエンドオブライフ教育のプログラム及び教材の開発」に
取り組んでいるところである。本年度は市民を交えた合同企画・研究会議を重ねてきており，2017年2
月・３月に，千葉市生涯学習センターにて4回連続のプログラムを実施する予定である。臼井は，文部科
学研究費挑戦的萌芽研究「IT技術を用いた災害看護のパフォーマンス評価指標の開発」に研究代表者と
して，取り組んでいるところである。山田は文部科学研究費若手研究（B）「“思春期の子どもの居場所”に
係る地域人材コンピテンシーモデルと育成プログラム開発」に研究代表者として，取り組んでいるところ
である。本年度は，その成果を学会発表した。
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第39号
－120－
認定看護師教育課程（乳がん看護分野）
〔学会発表抄録〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
1. 阿部恭子，金澤麻衣子，荒堀有子，佐藤まゆみ：乳がん看護相談における相談内容と看護師から受け
たケアによる患者の変化．第30回日本がん看護学会学術集会講演集，185，2016．
2. 佐藤まゆみ，片岡純，森本悦子，阿部恭子，高山京子，塩原由美子，大内美穂子，佐藤禮子：外来通
院がん患者の主体性を発揮した問題解決を支援できる外来看護師育成プログラムの開発．第30回日本
がん看護学会学術集会講演集，173，2016．
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
3. Tsuji T，Koyama T，Kondo T，Takakura Y，Masuda Y，Kobayashi T，Horaiya K,Knda N，
Sugimori N，Masaoka K，Nakagawa M，Abe K，Kurihara M : Promotion of Cancer 
Rehabilitation in Japan : The Impact of  The CAREER(Cancer Rehabilitation Educational Program 
For Rehabilitation Teams) Workshop Project，Supportive Care in Cancer，24(1)，218，2016.
4. Arahori Y＊，Masujima M，Abe K， Naduka Y : Changes in Menopausal Symptoms in 
Premenopausal Breast Cancer Patients Undergoing Endocrine Therapy，International Conference 
on Cancer Nursing　2016，165，2016.（＊2014年3月博士前期課程修了）
5. 井関千裕，阿部恭子，国府浩子，武石優子，荒堀有子，金澤麻衣子，大野朋加：乳がん看護の知識の
習得と臨床実践の拡大を目指す教育プログラムの効果に関する研究(第1報)．第24回日本乳癌学会総会
プログラム抄録集 ，353，2016．
6. 佐藤まゆみ，片岡純，森本悦子，大内美穂子，塩原由美子，阿部恭子，高山京子，佐藤禮子：外来通
院がん患者の主体性を活かして行う実践のための外来看護師育成プログラム：プログラムの妥当性を
高めるための課題．第20回日本看護管理学会学術集会，326，2016．
7. 井関千裕，阿部恭子：乳がん看護認定看護師の活動を推進する看護管理者の支援．第20回日本看護管
理学会学術集会，291，2016．
8. 阿部恭子，井関千裕，金澤麻衣子，荒堀有子，大野朋加：初発乳がん患者への看護に焦点をあてたｅ
‐ ラーニングの実施とプログラム評価．千葉看護学会第22回学術集会，40，2016．
9. 井関千裕，阿部恭子，荒堀有子，金澤麻衣子：乳がん看護認定看護師の活動の推進を目指した調査．
千葉看護学会第22回学術集会，41，2016．
10. 阿部恭子：実践報告の抄録の書き方と発表のコツ．日本乳がん看護研究会誌，12巻，20，2016．
11. Abe K，Iseki C，Suzuki M，Kokufu H，Arahori Y，Ohno T，Kanazawa M，Takeishi Y : Results 
of an Educational Program Delivered through e-learning，Focused on Nursing for Primary Breast 
Cancer Patients．The 39th Annual CTRC-AACR San Antonio Breast Cancer symposium ,100,2016.
〔単行書〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
12. 井関千裕：Q11放射線療法後の皮膚からは，なぜ汗が出ないのですか．青儀健二郎，飯野京子（監），
がん患者の「知りたい」がわかる本　日常生活の安心を支援するQ&A，じほう，60-62，2016．
13. 井関千裕：Q12乳がんの手術後に放射線療法を受けました。妊娠したいのですが，授乳はできますか．
青儀健二郎，飯野京子（監），がん患者の「知りたい」がわかる本　日常生活の安心を支援するQ&A，
じほう，63-65，2016．
14. 井関千裕：Q35抗がん剤で脱毛すると聞きました。脱毛前の準備と脱毛中のケアについて教えてくだ
さい．青儀健二郎，飯野京子（監），がん患者の「知りたい」がわかる本　日常生活の安心を支援す
るQ&A，じほう，128-132，2016．
15. 井関千裕：Q36抗がん剤で毛髪だけでなく，眉毛や鼻毛など体中の毛が抜けました。もとに戻ります
か？よいメイクの方法はあるでしょうか．青儀健二郎，飯野京子（監），がん患者の「知りたい」が
わかる本　日常生活の安心を支援するQ&A，じほう，134-137，2016．
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16. 井関千裕：Q37治療中のスキンケアと爪のケアについて教えてください．青儀健二郎，飯野京子（監），
がん患者の「知りたい」がわかる本　日常生活の安心を支援するQ&A，じほう，139-142，2016．
17. 井関千裕：Q38乳がんと診断されました。私は，乳房再建ができますか．青儀健二郎，飯野京子（監），
がん患者の「知りたい」がわかる本　日常生活の安心を支援するQ&A，じほう，144-148，2016．
18. 井関千裕：Q41リンパ浮腫とはなんですか．青儀健二郎，飯野京子（監），がん患者の「知りたい」
がわかる本　日常生活の安心を支援するQ&A，じほう，154-158，2016．
19. 井関千裕：Q42がんと診断されましたが，妊娠はできますか？将来，赤ちゃんが欲しいです．青儀健
二郎，飯野京子（監），がん患者の「知りたい」がわかる本　日常生活の安心を支援するQ&A，じほ
う，162-165，2016．
20. 井関千裕：Q43妊孕性温存の方法について教えてください．青儀健二郎，飯野京子（監），がん患者
の「知りたい」がわかる本　日常生活の安心を支援するQ&A，じほう，166-169，2016．
21. 井関千裕：Q44がんの治療中に性行為をしても大丈夫ですか．青儀健二郎，飯野京子（監），がん患
者の「知りたい」がわかる本　日常生活の安心を支援するQ&A，じほう，170-173，2016．
22. 井関千裕：Q45がんの治療が終わったのですが，性行為はいつから始めることができますか．青儀健
二郎，飯野京子（監），がん患者の「知りたい」がわかる本　日常生活の安心を支援するQ&A，じほ
う，174-178，2016．
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
23. 阿部恭子：第4章医療の質　1．チーム医療・クリティカルパス．日本乳癌学会編，乳腺腫瘍学　第2
版，金原出版株式会社，350-352，2016．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2016 年 1 ～ 3 月＞
24. 小原泉，阿部恭子，中濱洋子，福島芳子，篠崎恭子：事例から学ぶがん治療に伴う患者・家族の意思
決定支援　SIG乳がん看護&臨床試験看護師共同企画2016，第30回日本がん看護学会学術集会講演集，
314，2016．
＜ 2016 年 4 ～ 12 月＞
25. 阿部恭子，大野朋加：ICT活用による看護の継続教育，千葉看護学会第22回学術集会，53，2016．
26. 長坂育代，眞嶋朋子，吉田澄恵，井関千裕，坂本理恵：知って活かそう！オンコロジーナースの看護
実践，千葉看護学会第22回学術集会，54，2016．
〔研究状況〕
　認定看護師教育課程（乳がん看護）では，乳がん看護および乳がん看護認定看護師教育に関する教育実
践および研究を行っている．乳がん看護認定看護師の活動に関するもの（7，9，10），乳がん看護の実践
に関するもの（1），乳がん看護のe-learningに関するもの（5，8，11）がある．また，がん治療を受ける
患者への支援（12～22）や，がん患者への外来看護実践（2，6）や，多職種連携（23），がんリハビリ
テーション（3）などについて報告した．
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